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一又

仙台市街地を取り巻く近郊は、名取川や七北田川、広瀬川が形成する沃野であつて、古くか

ら肥沃な耕土として発展してきたところであります。ここ名取川下流南岸沿いの四郎丸地区は

高燥な微地形を呈し、】巴沃な農地が展開する中田畑中では、その開拓の歴史は古いとされていま

す。城丸古墳、弁天囲古墳、四郎丸館跡の分布は当地の開拓史を物語っているといえましょう。

近年の市街化の波は、宅地造成という形で近郊の農業生産地帯を蚕蝕しながら、その圏域を

拡大しています。こうした動きの中で、先人が遺こした埋蔵文化財は、その保護保存問題で常

に表面化される実態があって、地区住民、市民一般の協力を仰がざるを得ないことがらとなっ

ています。

今回の発掘調査もこうした協力のもとに実施されたものでここに報告する小論は、その成果

の集成であります。調査に際しては多くの市民や関係当局のご支援協力をいただきましたこと

深く感謝を申し上げる次第であります。

こうした機会に、文化財がもっている意味や保護行政に対する理解の上に一石を投じること

が出来れば、大変よろこばしいことと存じます。

日召和60年 3月

仙台市教育委員会

教育長 藤 井 黎
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1。 本書は宅地造成に先立って行なった中田畑中遺跡 (仙台市文化財登録番号C-201)の発

掘調査報告書である。すでに公表された広報紙等に優先するものである。

2.発掘調査 。遺物整理は社会教育課文化財調査係 佐藤甲二・渡辺誠が担当し、陶磁器の鑑

定は佐藤洋が行なった。また、本書の編集・執筆は佐藤甲二が行なつた。

3.本書に使用した建設省回土地理院発行の地形図は、図中に示した。

4.本書中の土色については「新版標準土色帳」 (小山 。竹原 :1973)を 使用した。

5,方位は全て磁北を耳ヒとしている。磁北方向は真北に対して西偏7° 20′ である。

6.ロ ーマ数字使用の層位名は基本層位を表し、算用数字使用の層位名は遺構堆積土・埋土を

表す。

7.土器で中心線が 1点鎖線のものは、図上復元実測図である。

8。 本書に関係する出土遺物・作成図面・写真は一括して仙台市教育委員会が保管している。
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第 I章 遺跡の位置と環境

中田畑中遺跡は、仙台市域南東の仙台市袋原字畑中10-1～ 4に所在する。国鉄東北ホ線南

仙台駅より東へ約 2.3 kmの地点で、追跡の西約 1.5 kmに は仙台バイパスが南北に走る。海岸線

まで南東へ約 4臨、北へ約 l kmの地点には名取川と広瀬川の合流点がある。

仙台市は西側に丘陵地帯、東側には七北田川、名取川一広瀬川によって形成された海岸平野

が広がる。この内、仙台市の南を東流する名取川は、奥羽山系の南大東岳付近に源を発

する。名取川は仙台市西部で、高館丘陵と蕃山 。青葉山丘陵の間を開折しながら東流する。

仙台市東部では、支流広瀬川と合流し、上流からの流出物を堆積させて沖積面を形成し、太平

洋へと注ぐ。両岸の沖積面上には、自然堤防、後背湿地、旧河道、浜堤等の微地形が認められ

る。特に旧河道が複雑に入り組んでいることが特徴的で、今日までの間、幾度となくその流路

7＼.＼導 ュ田丹 岩手県
///

縄支時代        8 安久東追跡  (～近世)  16 前沖北遺跡
1 泉崎浦追跡  (～近世)  9 安久遺跡   (～ 中世)  17 神明遺跡
2 山口遺跡   (～ 中世)  10 栗遺跡    (～ 平安)  18 弁天囲古域
3 下ノ内遺跡  (～平安)  11 清水遺跡   (～ 中世)  19 安久東古墳
4 六反田追跡  (～近世)  12 宮沢水田遺跡 (～中世)  20 城丸古墳
5 西台畑進跡  (～古墳)  13 郡山遺跡   (～ 中世 )
6 今泉城跡   (～ 近世)  14 後河原遺跡  (～近世)     奈良時代

(～ 平安)  24 内手遺跡   (～ 平安 )
(～ 平安)  25 昭和北遺跡  (～平安 )

26 上余田遺跡  (～平安 )

21 壇腰遺跡   (～ 平安 )
弥生時代           古墳時代        22 】ヒ逸跡    (～ 平安 )

7 戸ノ内遺跡  (～中世)  15 前沖中遺跡  (～平安)  23 中田南遺跡  (～平安 )

中  世
27 前田館跡
28 四郎丸館跡
29 北目城跡   (～ 近世 )
30 日辺館跡

第 1図  遺 跡 の位 置 と周辺 の 追 跡 (国土地理院 1/25,000「 仙台西商部」「仙台東西部」を複製)



を変化させたことが窺える。その結果、流路沿いの自然堤防もその都度寸断され、その背後に

形成された後背湿地とともにより複雑な様相を示している。このような状況は、右岸に於いて

はより顕著である。

名取川右岸沖積面に位置する中田畑中追跡は、上記のように複雑に入り組む地形の自然堤防

上に立地する。標高は約 5mである。昭和56年度、今回調査対象区の北西側隣接地が調査され、

古墳時代 。平安時代の住居跡等が検出されている。

中国畑中遺跡の所在する名取川右岸の袋原 。中田地区及びその周辺には、数多くの追跡が認

められている。その多くは自然堤防上に立地するが、現在までのところ縄文時代の追跡は確認

されていない。遺跡は全て弥生時代以降のもので、その内でも明確な遺構が検出されているの

は古墳時代以降の追跡で、また遺跡数も古墳時代以降増加する。弥生時代の遺跡としては、南

東 0。 9 1cnの戸ノ内追跡(7)、 西約 2.5 1cnの 安久東追跡181、 西南西約 3 kmの栗遺跡10等がある。ま

た南西約 1,4れには、この時代の水田跡の可能性もある後河原遺跡10がある。古墳時代になる

と前期の追跡には、方形周溝墓と住居跡を検出した戸ノ内、安久東遺跡が、南西約 3血には住

居跡を検出した名取市清水追跡租0及び当遺跡があり、後期の遺跡としては、大集落を検出し

た栗追跡がある。その他に前沖中住)、 前沖北住0、 神明tD等の各遺跡、弁天囲住0、 安久東 lo、

城九9o等 の各古墳がある。これらの追跡の多くはその後の奈良・平安時代の遺跡へと続く。

奈良 。平安時代になると遺跡数は一段と増し、新たに壇B馳け、】確9、 中田南側、内手90、 昭和

耳馳9等の追跡が加わる。中世以降になると南東約 l lcnに四郎丸館跡悶、西南西約 2 kmに前田館

跡のような館跡の他、水田跡である後河原遺跡がある。このように袋原・中田地区及びその周

辺は、弥生時代以降人々の生活の痕跡が絶えず刻み込まれてきた地域である。しかし、現在ま

で調査が加えられた遺跡は少なく、特に仙台バイパス以東では、当追跡の他に後河原、戸ノ内

遺跡が調査されたに過ぎない。これに対して対岸 ―名取川左岸 ―の沖積面は、近年調査が進み

多くの成果が得られている。山口遺跡(2)では縄文時代早期の遺物が発見され、隣接六反田追跡

(4)では縄文時代中期中葉の時期に、すでに沖積面に集落が形成されていたことが判った。また

富沢水田遺跡&り、山口遺跡では弥生時代から中世に渡る水田跡が、名取川と広瀬川の合流点に

近い郡山追跡10では、 7世紀後半から8世紀初頭の多賀城倉J建前と考えられる官衡跡が検出さ

れ、今泉城跡(6)の調査では、中世から近世にかけての領主層の生活に関する貴重な資料を得て

いる。今後、名取川右岸の沖積面の調査が進めば、袋原 。中田地区の歴史も徐々に明らかにさ

れるであろうし、その時、初めて名取川下流域の沖積面に於ける各時代の追跡が、一つのつな

がりを持って歴史を物語っていくものと考える。



第Ⅱ章 調査の方法と概要

1口 調査 に至 る経過 (第 2・ 3図 )

中田畑中追跡の所在する袋原地区は、以前までは、仙台市内でも畑や水田が比較的多く残っ

ている地域の一つであった。最近、当地区にも宅地化の波が押し寄せ、音の画影を残す風景は

徐々に失われつつある。昭和57年度には宅地造成に伴 う事前調査が行なわれ (字畑中14-3)、

古墳時代・平安時代の住居跡等が検出された。この都度、遺跡内 (昭和57年度調査区の東側隣

接地)、 仙台市袋原字畑中10-1～ 4の畑地 989∬が宅地造成されることとなった。仙台市教育

委員会では、申請者、佐藤幸一郎氏と協議の結果、造成工事に先だち、地下遺構を損う部分を

□  袋原中学校
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第 2図 追跡範囲と調査区位置図



対象とする発掘調査を昭和59年 4月 16日 より実施することとなった。

尚、本年度、当追跡については別地点で、もう1作小規模な調査を行っている。これに加え

て、昭和57年度の調査地点と区別するために、昭和57年度調査区を第 1次発掘調査、当調査区

を第 2次発掘調査、今年度のもう1件の調査区を第 3次発掘調査とした。それぞれの位置関係

は第 3図 に示すとうりである。

2E調 査 方 法
調査区は調査対象区のほぼ中央に設定した (調査対象区は東西約70m、 南北約14m兆 調査区

東西ライン (18m)は、調査対象区南端の東西に並ぶ境界杭を結んだ線と平行 (北へ 1.5m)

とした。これと直交する調査区南北ライン (7.5m)は、磁北より約3°東へ傾く。調査は調査

区北西杭を基準とし、商北ラインをA～ C、 東西ラインを2～ 7と する3× 3mグ リッドで実

施した (東西ラインを2か ら始めたのは、調査区の拡張に備えてであったが、結果的には拡張

は行なわなかったた

3.基 本 層 位 (第 4図 4、 図版18-1)

基本層位はI～ V層 までの大別5層 から成り、これらはさらに11層 に細別される。

I層 :ン ルトで粘性・しまりともなし。畑の耕作土で色調によりaobに細分される。

Ia層 :2.5Y%オ リーブ褐色。層厚は15cm前後である。

Ib層 :10Y R/に ぶい褐色。層厚は10cln前後である。

Ⅱ層 :暗褐色シルトで粘性しまりともなし。混入物によりaobに細分される。

Ⅱa層 :10Y R%。 にぶい黄褐色シルトを斑点状に含む。層厚は5～ 15cln。

第 1次発掘調査

(昭和57年度調査区)
第 2次発掘調査
(当調査区 )
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第 3図 第 1～ 3次発掘調査位置図
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Ⅱb層 :10Y R%。 炭化物粒・焼土粒を合む。層厚は15ctll前後で、調査区南東側には分布せ

ず。上面が追構検出面。

Ⅲ層 :に ぶい黄褐色シルトで、粘性 。しまりともなし。混入物によりa・ bに細分される。

Ⅲa層 :10Y R%。 灰自色火山灰の小ブロックを少量含む。多量の炭化物・焼土粒。遺物 (■

師器・須恵器等)を含む。層厚は15cm前後。上面が遺構検出面。

Ⅲb層 :10Y R%。 炭化物粒・焼土粒・遺物 (土師器・須恵器等)を含む。層厚は15cm前後。

上面が遺構検出面。

Ⅳ層 :暗褐色シルトで粘性 。しまりともあり。混入物、明暗によりa・ bに細分される。

Ⅳ a層 :10Y R%。 b層 に比でやや暗い。層厚は20cm前後。上面が遺構検出面。

Ⅳ b層 :10Y R/。 灰黄褐色シルトを斑点状に含む。層厚は25cm前後。

V層 :にぶい黄褐色粘土質シルトで、粘性 。しまりともあり。若子の色調の違いでa(10Y R

/Xb(10Y R%Xc(10Y R%)に 細分される。それぞれ層厚は20cm前後である。
以上の内、 I層 からⅣ a層 までは安定 した層の堆積を示 し、傾 きも認められない。IV b層以

下は調査区を限ったため (3× 2.5m)、 調査区全域にわたる分布状況は不明である。遺物はⅢ

b層 までみられるが、Ⅲa層 からの出土量が最も多い。Ⅳ層以下は小範囲の調査ではあったが、

遺物は出土 しなかった。

4.調 査 概 要

昭和59年 4月 16日 に調査を開始し、 6月 4日 の終了まで、実働31日 の調査日数を要した。調

査面積は 135∬である。 I層 (耕作土)は重機による排土を行い、Ⅱ層面より人力による調査

を実施 した。遺構はⅡb層上面、Ⅲa層上面、Ⅲb層上面、Ⅳ a層上面の 4面で検出された。

Ⅱb層上面では溝跡 1条、性格不明遺構 1基が、Ⅲa層上面では土残が4基検出されたのみで

あった。これに比べ、Ⅲb層上面では住居跡 2軒、土渡30基、性格不明遺構 3基、ピット16個

という多数の遺構が検出された。Ⅳ a層上面では小溝状遺構と溝跡 1条が検出されたが、Ⅳ層

面以下は造成工事による破壊が及ばない深度のため、 7ラ イン (3× 7.5m)分のみの調査を

行った。Ⅳ層以下についてはC-7グ リッドを中心として (3× 2.5m)70～ 100 cm掘 り下げ

たが、遺構面、遺物は認められなかった。出土遺物はⅢb層上面検出遺構内 (特に住居跡)を

中心として、縄文土器、土師器、赤焼土器、須恵器、陶磁器、土製品、石器、石製品、鉄製品等

が平箱20箱程出土している。これらの多くは破片資料である。出土資料中、最も多いものは土

師器で、全出土量の約 9割を占める。



第Ⅲ章 検出遺構と出土遺物

1日 Ⅱ b層上面検出遺構 (第 4図 1)

Ⅱa層排土後、Ⅱb層上面で検出された遺構である。溝跡1条 (1号 )、 性格不明遺構1基 (

1号)が検出された。

(1)1号溝跡 (図版 2-2)

A・ BoC-3。 4グ リッドにまたがり位置する。調査区をほぼ南北方向 (N-5七 E)に

走行する。上端幅80cm前後、下端幅50cm前後で、深さは平均30cmを測る。底面は北端が南端よ

り5 cln程下っている。断面はひらたいU字状を呈し、下端ラインが不明瞭である。堆積土は黒

褐色シルト質粘土の単層で、ややグライ化している。出土遺物は、堆積土中より土師器・赤焼

土器・須恵器・識別不明な鉄製品の細片が出上したのみである。

像)1号 性格不明遺構

A-7グ リッドに位置する。南北に延びる細長い溝状の追構で、北側は調査区外へ延びる。

上端幅25cm前後、下端幅10cm前後で、深さは 5 cmと 浅い。断面はひらたいU字状を呈す。堆積

土は褐色シルトの単層で、出土遺物はない。

2.Ⅲ a層上面検 出遺構 (第 4図 1、 図版 2-1)

Ⅱb層排土後、Ⅲa層上面で検出された遺構である。土羨が4基 (1～ 4号)検出された。

(1)1号土壌 (第 5図 1、 図版 3-2)

A-7グ リッドに位置する。上端・下端平面形ともほぼ長方形を呈する。上端規模 115× 85

cm、 下端規模75× 50cm、 深さ50cmを測る。壁面はやや強く立ち上がり、底面は平坦である。堆

積土は大別 2層 (細別 4層 )か ら成る。堆積土中からは、土師器・須恵器の細片が出土したの

みである。

(2)2号土墳 (第 5図 2、 図版 3-2)

B-6グ リッドに位置する。上端・下端平面形とも円形にちかい楕円形を呈す。上端規模120

× 100 cm、 下端規模90× 70cm、 深さ20cmを測る。壁面は緩やかに立ち上り、底面はやや凹状で

ある。堆積土は単層である。出土遺物は堆積土中より土師器片・須恵器片の他、中世陶器片 (

常滑産、甕)が 1点 (写真図版29-7)出土した。
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名

遺儒 名 層位 上 色 上 性 粘  性 しまり 蔵 和 物 備 君

1号上躾

10Y R%黒  偶 色 ル  ト 盛
一

有 にない貢Al色 ンル ト斑点状。炭 fヒ物。

b 10V R%黒  fkl 色 ン ル  ト 有 有 掛色シルトを斑点状。
10Y R%灰 黄 樹 色 有 有 黒搬色 シル トとにない黄偶色 シル トを縞状。

b 10Y R%暗  掛 色 粘土質シル ト 有 有 ‖と褐色シルトをプロンク状。
2号上猿 単 25Y/黒  栂 色 有 有 上部に炭化物 (3～ 8 mnな 焼上 (l cm)を 斑点状。
3号土残 単 25Y/黒  偶 色 シ   ,レ    ト 集 有 炭化物少量。

4号 上猿

I 10Y R%黒  偶 色 シ   ,レ    ト 艇
〔 焼土プロ ック、炭化物粒を斑点状。

2 25Y%黒  偶 e ル  ト 粧
い 焼土粒、炭化物粒 を斑点状。

3 10Y Rχ にない黄樹色 睡
い 有 基本層位 ma層 類似。

第 5図  1～ 4号土墳平・断面図



(3)3号土壊 (第 5図 3、 図版 4-1)

BoC-5・ 6グ リッドにまたがって位置する。上端 。下端平面形とも隅九長方形を呈する。

上端規模 160× 110 cm、 下端規模 120× 75cln、 深さ30cmを測る。壁面は緩やかに立ち上がる。

底面は平坦で、部分的に炭化物が付着していた。堆積土は単層である。出土遺物は堆積土中よ

り、土師器・須恵器の細片が出土したのみである。

(4)4号土墳 (第 5図 4、 図版 4-

B-5グ リッドに位置する。上端・

2)

cm、 下端規模 120× 90cmを測る。壁面

から成る。出土遺物は堆積土中より、

下端平面形 とも隅丸長方形を呈する。上端規模150× 120

。底面とも 3号土渡と同様な状況 を示す。堆積土は 3層

土師器・須恵器の細片が出土したのみである。

3日 Ⅲ b層上面検出遺構 (第 4図 2、 図版 5)

Ⅲa層排土後、Ⅲb層上面で検出された追構である。今回の調査で最も検出遺構数が多い調

査面である。住居跡2軒 (1・ 2号 )、 土渡26基 (5号～30号X性格不明遺構3基 (2～ 4号 )

ピット16個が検出された。

(1)1号住居跡 (第 6～ 10図、図版 6。 7)

B・ C-3・ 4グ リッドに位置し、煙道の先端部を29号土羨、東壁の一部を11号土装、堆積

土を4号 ピットにそれぞれ切られている。住居跡の南側 (全体の約/)は調査区外のため未調

査である。

〔規模・平面形〕南北辺の長さは不明であるが、東西辺は約4mである。平面形はほぼ方形を

呈す ると思われる。

〔堆積土〕 3層 から成り、自然堆積状況を示す。カマド前面の床面上では、炭化物の広がりが

認められた。堆積± 1層中には灰自色火山灰の小プロックを少量含む。

〔壁〕床面より急な角度で立ち上る。壁高は良好な部分で約25cmを測る。

〔床面〕やや中央部が盛り上る。全面に貼床が施されている。貼床の厚さは5 cm前後である。

〔ピット〕22個検出された。柱痕が認められず、明確に柱穴と呼べるものはない。P4・ P8

・ P17は底面に礫が置かれており、その間隔・配列よりP4・ P17が柱穴となる可能性もある。

この場合、柱間距離は約 2.7mで ある。カマ ドの東に位置するP2は、貯蔵穴状のピットであ

る。内よりは、廃棄したような状態で、ほぼ完形品を中心とする土師器罫等が多数出土した。

〔周溝〕全周はしておらず、断続的に壁際をめぐる。上端幅は10～ 15cm、 深さは10cln以下で、

横断面はひらいたU字状を呈す。



「

B′ 450m

ビ ッ ト 観 察 表 ※堆積土は全で単層

0          1         2n

亀450m

土 層 註 記

FD′450n

聴
規  模 (cn)

土   質 備 考
上  端 下  端 深 さ

22× 17 12× 8 格土質 ンル ト

2 66× 60 50X40 灰
炭化物 焼土粒多量

南壁上端崩壊

3 20× 20 10× 10 格土質 ンル ト

34× 26 25× 17 10 粘土質 シル ト 底面に円礫

5 10× 10 5× 4 粘土質シル ト

140

×52

135

×45
9 粘土質シル ト

灰・炭化物粒 ,焼土

粒多量

28× 22 15X l] 粘土質 シル ト

8 36× 24 30× 20 8 ,レ  ト 底面に円礫
9 40× 28 32× 22 8 粘上質シル ト

iO 20× 20 12× 12 17 粘上質 シル ト

11 18× 18 10× 7 粘土質シル ト

24× 16 15× 8 8 粘 土

13 22× 21 12× 10 粘土質 シル ト

12× 12 7× 6 14 粘土質 シル ト

18× 18 10× 8 ]4 粘土質 シル ト

10× 10 7× 5 11 シ   ,レ    ト

17 24× 19 8 粘土質 シル ト 底面に隆

38× 34 30× 28 8 粘土質 シル ト

20× 20 H× H 15 粘土質 シル ト

20 14× 13 6× 6 9 シ ル  ト

21× 2] 15× 15 ル  ト
灰・炭化物粒 焼土

粒多量

醜 部 ■ 色 土 性 粘  性 しまり 混 物 備 考

〕 住 居 内 堆 IFl± 1用 10Y R%棚     色 卜質粘■ 盛
一

色
”
炭化物粒 粘上粒 を少量。灰 r,色大山灰の小ブロ ック少とと。

2 lt居 内堆 穣 ■ 2将 10Y R%に 本い黄tAl色 ル  ト 延
ト

虹
¨
炭化物粒 焼土粒 を少量。

3 住 居 内 堆 槙 ± 3播 10Y R%‖I 糊 色 ル   ト 荷 ■ 炭化物粒 焼土粘 を多壁。
カマド内堆積土①M 10Y R%樹     也 ル  ト やや右 右 炭化物粒 焼土粒 を少量。
カマド内堆棋土②V 10Y Rえ にない黄lh也 虹

一
鉦
〔 焼■プロ ンク

カマド内堆枚土③層 10Y R%に 本い黄偶色 サレ  ト 右 ど, 炭化物、焼■ブロ ンク。 カマ ド崩壊土。

カマド内堆rlk土④壻 10Y R%黒     也 餌
，

笠
”
炭化物層。

カマド内堆横土⑤将 10Y Rχ に示い美tA色 ,レ  ト 布 右 炭化物、焼上プロ ノク。カマ ド崩壊■。

カマド内堆積土⑤Af 10Y R%‖卜 樹 色 布 有 1/k 炭化物 焼土粒 を多Jと。
カマ ド内堆積 土⑦ M 10Y R%黒  樹 色 ル  ト r, 灰 炭化物粒 焼土粒 を多監t。

5 R海 堆 積 土 10Y R%‖I 樹 色 粘土 rtシ ル ト イ∫ 有 炭化物。

6 カ マ ド 袖 構 築 土 10Y R%に ぶい黄偶色 lt 土 イテ

fた居堀 り方埋土 (貼床 ) 10Y R%Ff 樹 色 シルト,〔粘上 有 有 炭化物粒

8 カマドド堀り方埋上 10Y R%に ない黄IA色 ル ト質粘土 有 FB黄濁色 シル トPi格上の小ブロ ノク。炭化物粒を少吐。

第 6図  1号住居跡平 。断面図
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第 7図  1号住居跡出土遺物 1(土師器)
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0                               10cm

凶倣 出土 録

号

登

番
種   類

調 整 法  量 cm ()内 は復えに
残 存 分類

写 真

肇号 面 内 面 口 径 体 径 底 径 器 高

l P2 D-7 土師器 琢 13 2 57 χ 19-3

2 P2 D-11 土師器 17N 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキー黒色処理 52 / 21-3

3 P2 D-3 土師器 17N ヘラミガキー黒色処理 45 / 19-4

7- 4 P2 D-6 土師器 罫 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り がキー黒色処理 (150) 6ユ 4 6 え 巴

5 P2 D-2 土師器 lTN 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキ→黒色処理 52 / 阻

P2 D10 土師器 邦 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキ→黒色処理 44 / 20-2

7 D-5 土師器 邦 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキ→黒色処理 15 6 52 / 20-3

7- 8 P2 D-8 土師器 郭 日～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキー黒色処理 5 (70) / El 20-4

7- 9 D-9 土師器 邪 ヘラミガキ→黒色処理 (139) %

P2 D-4 土師善 罫 ヘラミガキー黒色処理 / 22-4

P2 D― ユ 土節器 罫 ヘラミガキ→黒色処理 4 7 / 22-3

床面 D-12 土師器 罫 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキ→黒色処理 (138) 4 7 / 騒

床面 D-14 上師器 lTh 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキ→黒色処理 (144) / 皿

8- 【 床面 D-13 土師器 罫
璃

緑

↑

回
ヘラミガキー黒色処理 58 χ

床商 D-16 土師器 妻 22 7 % 24-2

第 3図  1号住居跡出上遺物 2(土師器 )
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路号

上

占
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中
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録

暑

登

黒
種   類

調 整 法Itcm (,内 は復元lLt
残 存 分類

興

版

事

図面 内 面 口 径 体径 llH径 器高

1 堆積土 D-15 土 師 器 罫
(体 下 端 ) 底 :回 転 糸 切 り ヘラ ミガキー黒色処理 138 / 21-4

2 堆積土 C-1 土 師 器 獲 口 :ヨ コナデ 体 :ハ ケメ 底 :筵状虹痕 15 7 (90) 娼 I 25-4

3 P2 DE-1 赤焼土器 雰 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ロクロナデ (150) 5 7 え 23-2

4 床  面 DE-2 赤焼土器 郷 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ロクロナデ χ 23-3

5 E-7 須 恵 器 妻 ロクロナデー指 ?ナ デ % 27-3

第 9図  1号住居跡出土追物 3(土師器 。赤焼土器・須恵器 )



〔カマ ド〕北壁ほぼ中央に位置する。燃焼部はやや凹状となっており、幅40cm、 奥行き50～60

cmを測る。中央よりやや東側の奥壁寄りには、支脚用の自然礫が直立している。支脚は貼床施

工時に埋め込まれている。両袖は粘土のみによる構築である。焚き口から燃焼部及び両袖内側

には、強い焼け面が認められる。煙道は先端が29号土羨に切られ、全長が不明であるが、残存

長80cm、 上端幅17～ 30cm、 横断面U字状である。カマ ド内堆積土は 6層 から成り、最下層には

多量の灰 を含む。尚、カマド本体の貼床直下には、カマドよリーまわり大きい長方形の掘り込

み (上端規模 115× 95cm、 深さ24cm)が認められた (破線部分兆

′

ぶ

り

獅

中

一

中

′

　

３

隠

Ｄ

□

印

蛸

珊

悧

〇
　
　
〇
　
４

阿
踏
臀
Ｍ

一`ぐて、_フ

カ  |

版

百万

図

番

土

点

出

地

登 録

番 号
種  類

法量on()内 は残存値
備 考

写 真

図 版長 幅 厚

床  面 K-6 砥  石 ほぼ完形。中′b的廷面4面 (表裏面 `両側面】表裏面に研磨f4。 30-3

2 床  面 K-5 砥  石 32 完形。祗面 4面 (表墓面 両側面】表面 ,両側面に研磨溶。上下面に敲打痕。 30-2

3 堆積土 K=4 砥  石 (33) 28 上下面 片側面欠失。残存 3面。全て砥面。
4 堆積土 N-5 鉄製品 0 75

第10図  1号住居跡出土遺物 4(石製品・鉄製品)



ピ ッ ト 観 察 表  ※ P3の 他は全て単層

缶450m

ド
′

ヨ   F450mヨ   F450m tt     P

V サ   宕

土 層 註 記

聴
規  模 (cm)

土 質 備 考
上 端 下 端 深 さ

1 60× 50 37× 30 ト 底面に円礫

2 120× 65 HO× 5( ト

3 17× 17 10× 10
P2の底面で検出

炭化物 焼土多量
4 27× 20 15× 11 10 ト

5 25× 20 8× 8 粘 土 質 シ ル ト

22× 18 10× 9

8
極り方 50× 45 43× 39 ト

痕 22× 18 n× 9 ル ト 質 粘 土

9 28)く 20 12× 12 ト

10 32× 30 23× 22 ト

11 110× 一 95×一 ト

175

×100

135

×70

1層 |シ  ル  ト 焼土・炭化物 灰 多量
2層 1粘土質シル ト Ⅳ層プロ ック多量

100× 8( 77× 50 ト 焼土 炭化物 灰多量

層 細 土 色 性 粘  性 しまり 混 和 物 傭 考

1 住 居 内 堆 積 ± 1唇 10Y R%に ない黄樹色 ル  ト 鉦
小

笠
ト
炭化物粒 焼土粒 を少量。灰 rI色火山炊小ブロ ックを少量。

2 住 居 内 堆 検 ± 2層 10Y R%暗  樹 色 鉦
＾

有 炭化物粒。焼土粒。灰黄樹色シル トを班点状。

3 住 居 内 堆 禎 ± 3層 10Y R%,と  掛 色 ル  ト 有 有 炭化物粒 焼土粒 を多量。
カマド内堆積上①層 10Y R/暗  褐 色 能

一
笠
〔
焼土粒 を横縞状℃

カマ ド内堆積土 Q層 10Y R%に ない黄lkl色 ル  ト 盤
〔

笠
¨
焼土粒 を多量。

4c カマド内堆積土③a層 10Y R%灰 黄 褐 色 有 有 l cm焼 土 炭化物ブロ ック。カマ ド崩壊土。
カマ ド内堆積土⑥ b層 10Y R%に ぶい黄樹色 征

ト 有 l cm焼 土ブロ ック。カマ ド崩壊土。

4e カマド内堆積土③ c層 10Y R%灰 黄 樹 色 銀
【

鈍
小
焼土粒 を少量。

4f カマ ド内堆積土①層 10Y R%黒  樹 色 有 やや有 灰・炭化物粒 焼土粒 を多量。
5 カマ ド支脚掘 り方埋土 25YR%赤 黒 色 ルト質粘土 有 有 灰・炭化物粒 焼土粒 を少量。
6 カ マ ド 袖 構 築 土 10Y R%黒  燭 色 粘 土 有 有 炭化物 焼土粒を少量。
7 外部燃焼施設 A埋 1層 10Y R%暗  樹 色 粘土質シル ト やや有 右 l cm炭 化物 焼上ブロ ック

外部燃焼施設 A埋 2層 10Y R%黒  樹 色 粘土質シル ト 有 有 炭化物粒  l cm焼土ブロ /ク を多量。

7c 外部燃焼施設 A埋 3層 10Y R%偶     色 シル ト質粘土 有 有 炭化物粒を少量。

外部燃焼施設 A埋 4層 10Y R%黒  栂 色 ルト質粘土 有 有 炭化物粒。焼土粒。

外部燃焼施設 A埋 5層 10Y R%暗  栂 色 シル ト質粘土 有 有 1～ 3 cn焼土ブロ ノク l Cm炭化物ブロ ックを多It。

7f 外部燃焼施設 A埋 6層 10Y R%暗  栂 色 ルト質粘土 有 やや無 炭化物粒。焼土粒。

外部燃焼施設 B埋 I層 10Y R%暗  褐 色 粘土質シル ト やや有 有 炭化物粒  l cm焼土ブロ ンクを少量。

外部撚焼施設 B埋 2層 10Y R%黒  禍 色 粘土質シル ト やや有 有 l cm炭 化物 焼上ブロ ノクを多重。
住居堀 り方埋土 (貼床 ) 10Y R%黒  偶 色 ルト質粘土 やや有 有 炭化物粒。焼土粒。

第11図  2号住居跡平 。断面図



〔出土遺物〕土師器、赤焼土器、須恵器、石製品 (砥石)、 鉄製品 (識別不明)、 鉄滓が出土した。

土器の内、図化されたものは土師器17点 (】不15点、甕2点X赤焼土器2点 ('不 )、 須恵器 1点 (

甕)であった。この内P2出土のものは、土師器チ不11点、赤焼土器 1点、須恵器甕1点の計13

点で、土師器J不の内面にはヘラ描きの文様が描かれているものがある (第 7図 1)。 これら出土

遺物で当住居跡に伴うと考えられるものは、床面、カマ ド内、P2出土のものである。

(2)2号住居跡 (第 11～ 20図、図版 8。 9)

1号住居跡の北側、A・ B-3・ 4・ 5グ リッドにまたがって位置する。煙道、外部燃焼施

設 Aの一部を2号性格不明遺構に切られている。住居跡の (側 (全体の約%)は調査区外のた

め、未調査である。尚、当住居跡は、カマドが改築された可能性が強い。

〔規模・平面形〕商北辺の長さは不明であるが、東西辺は約5mである。平面形は方形を呈す

るものと思われる。

〔堆積土〕 3層から成り、自然堆積状況を示す。下層になるに従い、炭化物粒、焼土粒の混入

が多くなる。堆積± 1層中には灰白色火山灰の刑ヽブロックを少量含む。また、カマド前面を中

心とした床面上では、炭化物の広がりが認められた。

〔壁〕床面から急な角度で立ち上り、壁高は良好な部分で約30cmを測る。

〔床面〕ほぼ平坦である。住居跡東側 (破線より東側)は厚さ10cm前後の貼床が施されている。

〔ピット〕13個検出された。この内Pl、 P8は柱穴と考えられる。住間距離は3.7mである。

P8は柱痕が認められたが、Plでは認められなかった。ただし、底面に円礫が 1個置かれて

いた。 P2・ P12・ P13は貯蔵穴状の規模を呈するピットである。それぞれ重複関係を持ち、

P12は P2に 切られているが、P12・ P13の 新旧関係は明確にすることができなかった。これ

ら 3ピ ットの堆積土中には、他のピットと異なり、多量の炭化物・灰が含まれている。

〔カマド〕東壁南側寄りに位置する。燃焼部は床面とほぼ同一レベルで、幅50cm、 奥行き55cm

い
′

角

強い焼面

※ 1点鎖線部分はカマ ド支脚の掘 り方

0                      1m

第12図  2号住居跡カマ ド平 。断面図
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番号
出土地点

録

号

登

番
種   類

調 懲 法量cn ()内 は復元値
残 存 分類

真

版

写

図面 内 面 口 径 底 径 器 高

D-29 土師器 17N ヘラミガキー黒色 kJt理 (149) (73) % 1

2 床 面 D-23 土師器 罫 口～体 :ロ クロナデ 底 i回転糸切 り ヘラミガキー黒色処理 (138) 69 46 % 〕

3 D-22 土師器 17N 回一体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキー黒色処理 6ク % l 19-2

D-25 土師器 邪 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキー黒色処理 (140) (65) (59, %

5 床 面 D-27 土師器 邪 ヘラミガキ→黒色処理 (186) %

6 p2 D-32 土師器 17N 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキ‐黒色処理 4 7 %

7 P2 D-30 土師器 郭 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキ→黒色処理 3) (60) χ

D-31 土師器 罫 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキー黒色処理 (143) (65) /

D-34 土師器 罫 日～体 :ロ クロナデ 底 1回転糸切 り ヘラミガキー黒色処理 (138) 57 % 21-1

床面 D■ 9 土師器 郷 ミガキー黒色処理 % 22-1

第13図  2号住居跡出土遺物 1(土師器)
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版

号

岡

番
出土地点

番 号
種   類

調 整 法■tm  l)内は復元値
残 存 分類

真

版

写

図面 内 面 口 径 体 径 底 径 器高

カマ ド D17 土師器 lTN 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り (145) (55, /

2 D-24 土師器 琢 ヘラミガキ→黒色処理 4 2 % 22-2

床 面 D-21 土師器 罫 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキ→黒色処理 (5_6) 48 %

床 面 土師器 17N ヘラ ミガキー黒色処理 49 50 % IV B

P2 D-28 土師器 罫 ロクロナデ ヘラミガキー黒色処理 (146) /

D-33 土師器 17N ロクロナデ 不明 (二次焼成 を受ける) (140) %

7 床 面 土師器 ネ 体 :ロ タロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキー黒色処理 %

C-2 土師器 褒 ハケメーヨコナデ (口 縁 ) ケヽメ→ ヨヨナデ (口 縁 ) (231) % I

P12 C-3 土師器 妻 ケヽメー ヨコナデ (口縁 ) (250) (245) / I 26-1

第14図  2号住居跡出土遺物 2(土師器 )



三土・ト
≡

番号
出土地点

録

暑

登

暴
種   類

調 整 法量cm()内 は復元値
残存 分類

真

版

写

図面 内 面 口 径 体 径 底 径

1 カマ ド C-7 土師器 甕 体 :ハ ケメ 底 :網代病 % I

2 カマ ド D-36 土師器 変 ロクロナデーヘラケズリ(体下半) (182) (204) %

3 床 面 D-49 土師器 獲 ロクロナデ ロクロナデ (124) /

カマ ド袖 D-47 上師器 変 ロクロナデーヘラケズリ(体 中下半 ) ロクロナデ 20 7 22 8 % 24-3

5 カマ ド D-37 土師器 衰 (150) (136) /

6 D-44 土師器 妻 ロクロナデ (210) /

第15図  2号住居跡出土遺物 3(土師器)
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‰肺

図版

番号
出土地点

録

妥

登

暴
種   類

調 整 法遺cm ()ぬ は復元値
残 存 分類

写 真

図 版外 面 内 面 口 径 体 径 底 径 器 高

1 カマ ド D-42 土師器 妻 ロクロナデ (211) (Z18) /

D-40 土師器 甕 ロクロナデ (18 2) (169) /

3 D-69 土師器 褒 ロクロナデ‐ヘラ文字 ? 28-1

4 床 D-46 土師器 変 % 25-2

第16図  2号住居跡出土遺物 4(土師器 )



日 版

番号
出土地点

登 録

番 号
種  類

調 整 法 1■cm 十
'内

は復元籠
残存 分類

真

版

写

図面 内 面 口 径 体 径 器 高

床 面 D-48 土師器 甕 ロタロナデーヘラケズリ(体下半 ) % 25-1

2 カマ ト D-51 上師器 甕 ロクロナデ ロクロナデー回転ハケメ(体 ) (258) %

3 P2 D-43 土師器 甕 ロクロナデーヘラケズリ(体下半) ロクロナデ (206) (192) %

4 堆積土 D-38 上師器 甕 ロタロナデーヘラケズリ(体 下半 ) ロクロナデ→回転ハケメ(体上端 ) (233) (236) %

第17図  2号住居跡出土遺物 5(土師器)
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版

具

劇

恐
出土地点

録

号

登

番
種   類

調 整
残存 分類

図 版面タト 面肉 体 径 底 径 器 高

堆積土 D-39 土師器 甕 ヘラミガキー黒色処理 (174) %

2 堆積土 C-4 土師器 要 ハケメー ヨヨナデ (口縁 ) (247) (223) / I

3 堆積土 C-5 土師器 褒 ハケメ→ ヨコナデ (口縁 ) ハケメー ヨヨナデ (口縁 ) (272) (231) % I 26-3

4 堆積土 C-8 上師器 鉢 口 :ヨ EJナ デ 体～底 :ハ ケメ (444) (150) 刊
捧
い
節 %

第18図  2号住居跡出土追物 6(土師器)



を測る。中央部には支脚用の棒状の自然礫がほぼ直立している。両袖には部分的に自然礫が構

築土内に埋め込まれている。加えて、南側袖の先端部には、倒立した土師器甕 (第15図 4)が

利用されている。焚き日から燃焼部及び両袖内側には加熱痕が認められ、特に支脚より前面の

燃焼部が、強い焼け面となっている。煙道は長さ 110 cm、 上端幅20～ 50cln、 横断面U字状で、

先端に底面が15cm下 った、上端平面形が情円形状の湮出し部が付く。カマ ド内堆積土は大別 3

層 (細別 5層 )から成る。最下層は多量の灰を合み、一部カマド外の床面まで流出している。

〔外部燃焼施設〕東壁北側 (A)、 カマド北側袖上 (B)に位置する。ともに底面、壁面が焼け

ている。Aは北側部分が調査区外へ延び未掘のため、幅は不明であるが、上端の長さは70cmを

測 る。深 さは60cm(床面からは-20cm)で、壁面はオーバーハングしている。底面、壁面とも

一
二
ヒ

番 号
出土地点

鉢

号

α

番
種   類

調 整 法量cm()内 は復元値
残 存 分駕

写 真

図 版面 内 面 口 径 底 径 器高

1 DE-3 赤焼土器 17N 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ロクロナデ %

2 DE-4 赤焼土器 罫 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ロクロナデ (60) /

3 堆積土 DE-5 赤焼土器 罫 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ロクロナデ え

E-2 須 恵 器 堺 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ロクロナデ (135) (60) 50 %

5 堆積土 E-1 須 恵 器 罫 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ロクロナデ (55) %

6 床 面 E-9 須 恵 器 壺 ロクロナデ 103 ヌ 27-2

E-8 須 恵 器 喪 ロクロナデーヘラナデ %

第19図  2号住居跡出上遺物 7(赤焼土器・須恵器)



国
6

⑤⑫巳
ｍ
卿

◎

飴
脚
Ｍ
⑮

□ 聰
1 鉾―¶

/公

ハ
プワ
97

国熙嗣輿
□

一□

‥

Ｄ

旧

『
凩
旧
ス
Ｍ
Ｗ

Ｏ
　
　
　
　
　
Ｏ

Ｉ

‐
イ

ｎ
ＩＩ
Ｈ
旧
―――
―――
旧
旧
〕
山

０

Π

側

Ｍ

Ｍ

Ｈ

図版

番号

土

点

出

地

登 録

番 号
種  類

法量cn  t)内 は残存値
備

写 真

図 版幅 (外径 ) 厚 (孔径 )

1 堆積土 A-1 縄文土器 口縁部破片。外面 :隆線文 (渦文た内外面とも磨滅。

2 堆積土 P-8 羽   日 細片。内外面とも赤色化。 28-9

3 堆積土 P-9 羽   日 50? 細片。先端部鉄滓付着。 28-10

堆積土 P-2 土   錘 1 2 %残存。外面 :オ サエ後軽いミガキ。 28-2

5 堆積土 P-1 土   錘 89 ほぼ完形。外面 :オ サエ後軽い ミガキ。 28-4

6 堆積土 P-4 土   錘 (25) 15 必残存。外面 :ミ ガキ。 28-6

7 堆積上 K-8 砥   石 (30) (22) (09) 小破片。残存 1面。研磨溝。
8 堆積土 K-9 砥   石 (33) 上 ド面欠矢。残存4由。全てltr面。 30-1

9 堆積土 K-7 砥   石 (36) (44)

堆積土 K-1 磨   石 (100) 一部久失。全面磨 き。表面凸状。裏面平坦。表面中央付近に弱い敲打痕。

N-3 鉄 製 品 (41) 0 45 欠損品。断面正方形。 30-10

堆積土 N-4 鉄 製 品 ( 05 欠損品。鉄鋪付着著 しい。 30-5

第20図  2号住居跡出土遺物 8(縄文土器・土製品。礫石器・石製品・鉄製品)



強く焼けている。住居内には、これと連結する上端長さ80cln、 深さ20clnの掘り込みが続く。こ

の掘 り込みの底面、壁面には焼け面は認められなかった。堆積土は 6層 から成り、下層に従い

焼土・炭化物が増す。Bは上端幅45cm、 上端長さ60clnの平面形舌状形のもので、深さは10cmと

浅い。堆積土は 2層で、下層には焼土ブロックが詰っており、底面・壁面とも強く焼けている。

A・ Bと も当住居跡に伴う何らかの燃焼施設と考える。また、堆積土の状況等から人為的に埋

め戻されたものと理解する。Aはその規模より、当住居跡の古い段階のカマ ドとも考えられる。

また、Bは その設置場所より、新しいカマドの時期には機能していなかったと思われる。

〔出土遺物〕土師器、赤焼土器、須恵器を中心として、土製品 (土錘、羽口X石器 (礫石器X

石製品 (祗石X鉄製品 (識別不明)、 鉄津等が出土した他、縄文土器片(大木 9式)が 1点 (第 20

図 1)が出土している。土器の内、図化されたものは土師器36点 (罫17点、甕18点、鉢 1点 )、

赤焼土器 3点 (罫X須恵器 4点 (罫 2点、重 1点、甕 1点)である。土師器甕の外面には、ヘ

ラ描きの文字?(第 16図 3)が描かれているものが 1点ある。これらの出土遺物で、当住居跡

に伴 うと考えられるものは床面、カマド (内 。袖)、 外部燃焼施設A、 P2、 P12、 P13出土

のものである。

(3)5号土墳 (第21図 1、 第25図 7、 図版10-2)

BoC-3グ リッドにまたがり位置する。29号土痰、 2号性格不明遺構の一部を切る。上端
・下端平面形とも長楕円形を呈す。上端規模 210× 70cm、 下端規模 175× 45cmで、深さは約35

cmを測る。壁面は強く立ち上り、底面はやや凹凸状となる。堆積土は4層 から成り、ほぼレン

ズ状堆積を示す。堆積土は下層になるほど炭化物粒、焼土粒を多く合む。南端部の底面から壁

面は焼けており、これを中心として炭化物のひろが認められた。出土遺物は堆積± 3・ 4層 を

中心とする堆積土中よりの出土で、土師器片、赤焼土器片、須恵器片が出土した。この内、図

化されたものは須恵器郷 (第25図 7)が 1点のみである。

(4)6号土墳 (第21図 2、 図版10-1)

B-3グ リッドのほぼ中央に位置する。上端・下端平面形とも不整円形を呈す。上端径約60

cln、 下端径約40cm、 深さ15cmを測る。壁面は緩やかに立ち上り、底面はほぼ平坦である。堆積

土は単層で、出土遺物はない。

(5)7号土墳 (第21図 3、 図版11-1・ 12-1)

A-3グ リッド南西隅に位置する。 8・ 9。 10号土壌を切る。上端・下端平面形とも隅丸長

方形 を呈す。上端規模 110× 85cm、 下端規模90× 60cmで、深さ15cmを測る。壁面はややきつく
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遺構名 層位 土 色 土  性 格  性 しまり 混 和 物 浦 考

5号上残

1 25Y%暗 灰 黄 色 ル  ト 盤
¨

有 焼土粒少量。

2 25Y%暗 灰 黄 色 ン ,レ  ト 健
ヽ

有 灰黄色シル トを斑点状に多量。

3 10Y R%暗  褐 色 ン  ル  ト 有 右 にない黄褐色 シル トプロック・炭化物・焼土粒多量。

10Y R%暗  縄 色 無 有 炭化物・焼土プロック多量。

6号土墳 単 10Y R%暗  褐 色 ,レ  ト 無 右 炭化物・焼土プロックを斑点状。

7号土妓 単 25Y%黒  褐 色 粘土質シル ト 有 有 灰オリープ色シルトをプロック状。焼土粒。
8号土羨 単 10Y R%黒  褐 色 ン ル  ト 無 有 焼上粒・炭化物粒少量。

9号上壌 単 10Y R%に ない黄褐色 ン ル  ト 笙
〔

有 黄褐色シルトを斑点状。焼土粒・炭化物粒少量。

10号上狭 単 10Y R%に ない黄褐色 ン ル  ト 住
ヽ

有 焼上粒・炭化物粒少量。

第21図  5～ 10号土墳平・断面図



立ち上り、底面はほぼ平坦である。堆積土は単層である。出土遺物は堆積土中より、土師器、

須恵器の細片が数点出土したのみである。

(6)8号上墳 (第21図 4、 図版11-1)

A-2。 3グ リッドにまたがり位置し、南東側の一部を7号土羨に切られる。上端・下端平

面形とも長楕円形を呈す。上端規模 245× 50cm、 下端規模 235× 60clnで、深さは10cmと 浅い。

横断面はひらたいU字状で、底面はやや凹凸状となる。堆積土は単層である。出土遺物は堆積

土中より、土師器・須恵器の細片が数点出土したのみである。

(7)9号上墳 (第21図 5、 図版11-2)

A-3グ リッドに位置し、南側を7号土羨に切られている。 8号土渡と平行し並んでおり、

南側を欠くが、ほぼ 7号土渡と同規模、同形態のものと思われる。上端 。下端の幅は45。 25cm、

残海部長は185。 180cmで、深さは10cllaと浅い。横断面はひらたいU字状で、底面はやや凹凸状で

ある。堆積土は単層である。出土遺物は堆積土中より、土師器の細片が数点出土したのみである。

(8)10号上壊 (第21図 6、 第25図 5、 図版12-2)

A・ B-2・ 3グ リッドにまたがり位置し、北壁の一部を7号土残に切られる。上端 。下端

平面形とも長惰円形を呈する。上端規模 175× 50cm、 下端規模 160× 40cmで、深さは 5 cmと 非

常に浅い。壁面はゆるやかに立ち上り、底面はほぼ平坦である。堆積土は単層である。出土遺

物は堆積土中より、土師器片、赤焼土器片、須恵器片が出土したが、図示できたものは土師器

の甕 (第25図 5)1点 のみである。

(9)11号土墳 (第22図 1)

BoC-4グ リッドにまたがり位置し、 1号住居跡を切っている。小型の土壌で、上端・下

端平面形とも楕円形を呈する。上端規模85× 50cln、 下端規模70× 20clnで、深さ10calを測る。断

面はひらいたU字状で、底面はやや凹凸状である。堆積土は 2層 から成る。出土追物は堆積土

中より、土師器、須恵器の細片が少量出土したのみである。

10 12号土墳 (第22図 2、 図版13-1)

11号土残の東側のB・ C-5グ リッドにまたがり位置する。これも小型の上羨で、上端・下

端平面形とも楕円形を呈する。上端規模70× 40cm、 下端規模50× 20cmで、深さは15cmを測る。

断面はひらいたU字状で、底面はやや凹状となる。堆積土は単層である。出土遺物は堆積土中
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逮構 名 層位 土 色 上  性 I占 性 しまり 混 和 物 購 考

H号土嫉
1 25Y%晴 黄 鶴 色 集 無 上部に焼上プロックを斑点状。

2 10Y R%に ない黄偶色 シ   ,レ    ト 征
い

有 炭化物粒 を斑点状に少量。

12号土猿 単 10Y R%黒  褐  色 有 有 炭化物・焼土粒を斑点状。

13号土猿 単 10Y R%に ぶい黄褐色 シ  ,レ    ト 有 有

14号土壌

ユ 10Y R%褐     色 有 有 黄偶色シルトプロ ック・焼土粒・炭化物粒を斑点状。

2 ЮYR%褐    色 シ  ル  ト 有 有 灰黄樹色 シル トプロックを斑点状。

3a 10Y R/1こ ぶい黄褐色 シ   'レ    ト 有 有

b 10Y R%に ない黄鶴色 シ   ,レ    ト 有 有 炭化物粒。焼土粒。

10Y R%暗  褐 色 粘上質 ンルト 有 有

4 ЮYR%に ぶい黄栂色 シ   ,レ    ト 有 有 灰黄樹色 シル トプロックを斑点状。

15号土渡 単 10Y R%Iこ ない黄樹色 シ  ,レ   ト 無 有 明黄栂色 シル トプロックを斑点状。

16号土城 単 10Y R%に ない黄斜色 シ   ,レ    ト 無 有 炭化物少量。

17号土嫉 単 10Y R%に ない黄褐色 シ   ,レ    ト 無 有 炭化物 (8～ 10rmle上面に焼土プロック

18号土嫉 単 10Y R%に ない黄鶴色 シ   'レ    ト 有 有 灰黄褐色 シル トを斑点状。炭化物 (l cm拓

第22図 11～ 18号土墳平・断面図



より、土師器、須恵器の細片が数点出土 したのみである。

1, 13号土墳 (第 22図 3、 第25図 4)

B・ C-5グ リッドにまたがり位置する。当土疲の大部分 (東側)は、上層検出の 3号土羨
に切られ、平面形は不明である。上端・下端東西幅75。 70cmで、深さは約 8 cmと浅い。壁はゆ

るやかに立ち上り、底面はほぼ平坦である。堆積土は単層である。出土遺物は全て堆積土中よ

りで、土師器・須恵器・識別不明な鉄製品の細片が出上した。この内、図化できたものは土師

器獲 1点 (第25図 4)のみであった。

t掛 14号土墳 (第22図 4、 図版13-2)

A-6グ リッドのほぼ中央に位置し、15号土残を切っている。上端・下端平面形とも隅丸正

方形を呈する。 1辺の上端・下端の規模は80・ 60cm、 深さは50cmを測る。壁面は垂直にちかく

立ち上がる。底面はほぼ平坦である。堆積土は大別 4層 (細別 6層 )か ら成る。出土遺物は堆

積± 1・ 2層中より、土師器・須恵器・識別不明な鉄製品の細片が出土したのみであった。

10 15号土墳 (第22図 5、 図版14-1)

A-6グ リッドに位置し、14号土羨に南西壁の一部を切られている。上端平面形は隅九長方

形、下端平面形は長方形を呈す。上端規模 120× 95cm、 下端規模 100× 70cmで、深さは40cmを

測る。壁面は強く立ち上り、底面はほぼ平坦である。堆積土は単層である。出土遺物は堆積土

中より、土師器・須恵器の細片が少量出土したのみである。

1つ 16号土墳 (第22図 6)

B-7グ リッドに位置する。上端・下端平面形とも楕円形を呈す。上端規模 110× 75cm、 下

端規模 100× 60clnで、深さは10cmと 浅い。壁面は緩かに立ち上り、底面はやや凹状となる。堆

積土は単層である。出土遺物は堆積土中より、土師器・須恵器の細片が数点出土したのみである。

10 17号土墳 (第22図 7)

C-3グ リッドに位置し、南壁の一部は調査区外へ延びる。また南側は排水用の側溝によっ

て切られている。上端・下端平面形とも楕円形を呈するものと思われる。上端・下端長軸は、

推定で約 110。 90cln、 上端・下端短軸は85。 70clnで、深さは10cm前後を測る。壁面はやや強く

立ち上り、底面は多少凹凸状となる。堆積土は単層から成るが、上面に一部焼土面が認められ

た。出土遺物は堆積土中より、土師器の細片が数点出土したのみである。



10 18号土境 (第22図 8)

B・ C-6グ リッドにまたがり位置する。西側を上層検出の 3号土渡に切られている。上端
・下端平面形とも隅九長方形を呈すると思われる。上端・下端短辺 110。 100 clnで、深さは 7

clnと 浅い。壁面は緩やかに立ち上り、底面はほぼ平坦である。堆積土は単層である。出土遺物

は堆積土中より、土師器・須恵器の細片が少量出上したのみである。

1⊃ 19号土療 (第23図 1、 第25図 1)

C-7グ リッドに位置し、土羨の東側は調査区外へ延びる。また、東側は排水用研貝J溝によっ

て切 られている。上端・下端平面形とも惰円形を呈すると思われる。上端・下端長軸は推定で

230。 170 cln前 後、上端・下端短軸は 110・ 80cm、 深さは30clnを 測る。横断面はU字状で、底

面は凹状である。堆積土は 3層 から成る。中央部の底面上、壁面を中心として、炭化物のひろが

りが認められた。出土遺物は、底面、堆積土中より、土師器片、須恵器片が出土したが、図化で

きたのは土師器罫 1点 (第25図 1、 堆積土出土)のみであった。

10 20号土壌 (第23図 2、 図版14-2)

A-6グ リッド北側に位置する。上端・下端平面形とも楕円形を呈す。上端規模 130× 65cm、

下端規模 115× 45cmで、深さは20cwを測る。壁面はやや強く立ち上り、底面は多少凹状となる。

堆積土は単層である。出土遺物はない。

19 21号土墳 (第23図 3、 図版15-1)

A-7グ リッドに位置する。上端・下端平面形とも隅丸正方形にちかい不整円形を呈す。上

端・下端径50。 40cm前後で、深さは20cmを測る。壁面は垂直にちかく立ち上る。底面は強い凹

状で、土猿の下端ラインは不明確である。堆積土は単層である。出上迎閉よ底面より、鉄洋 (鍛

冶滓)が 1点 (写真図版31-1)出土した他は、堆積土中より、土師器片が数点出土したのみで

ある。

Q0 22号土墳 (第23図 4)

B-5・ 6に またがり位置する。上端・下端平面形とも楕円形を呈す。上端規模 110× 65cln、

下端規模 55× 20cmで 、深 さは40cmを 測る。西側壁面から南側壁面にかけて、壁中央に段

が形成されている。北壁には段は認められず、垂直にちかく立ち上っている。底面はやや凹状

となっている。堆積土は単層で、出土遺物はない。



像1 23号土墳 (第23図 5)

A・ B-7グ リッドにまたがって位置する。北側を4号性格不明遺構、西壁の一部を15号 ピ

ットに切られている。上端・下端平面形とも長惰円形を呈す。上端規模 120× 40cln、 下端規模

110× 30clnで、深さは10cmと 浅い。壁面は緩やかに立ち上り、底面はほぼ平坦である。堆積土

は単層で、出土遺物はない。

Q分 24号土墳 (第 23図 6、 図版15-2)

C-2グ リッドに位置する。上端 。下端平面形ともほぼ円形を呈する小型の土躾である。上

端・下端径60・ 30cln前後で、深さは20clnを測る。断面はU字状で、下端ラインは不明瞭である。

堆積土は単層である。出土遺物は堆積土中より、土師器・須恵器の細片が数点出土したのみで

ある。

似0 25号土墳 (第 23図 7、 図版16-1)

A-2グ リッド南東隅に位置し、10号土羨に南東壁の上部を一部切られる。上端 。下端平面

形とも不整円形を呈する。上端 。下端径60・ 30cln前後で、深さは15cmを測る。壁面は緩かに立

ち上り、底面はほぼ平坦である。堆積土は 2層 から成り、出土追物はない。

Q0 26号土墳 (第23図 8、 第25図 2)

BoC-2グ リッドにまたがり位置する。 1・ 2・ 17号ピットに切られている。上・下端平

面形とも楕円形を呈する。上端規模 175× 85cm、 下端規模約 160× 65cmで、深さは30cmを測る。

壁面はやや強く立ち上り、底面はほぼ平坦である。堆積土は 2層 から成る。出土遺物は全て堆

積± 1層 からである。土師器罫 1点 (第 25図 2)が図化された他は、土師器・赤焼土器の細片

が数点出土したのみである。

Q0 27号土墳 (第 24図 1)

B-5グ リッドに位置する。上端・下端平面形とも楕円形を呈する。上端規模95× 40cm、 下

端規模80× 30cmで、深さは10cmを測る。壁面は緩やかに立ち上り、底面は凹状である。堆積土

は単層で、出土遺物はない。

似0 28号上墳 (第24図 2)

B-5グ リッドに位置する。上端・下端平面形とも不整円形を呈する。上端 。下端径80・ 60

cln前後で、深さは5～ 10clnを 測る。壁面は緩やかに立ち上り、底面は中央部が周辺に比べ 5 cm
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遺構名 層位 土 色 土   性 粘  性 しまり 混 和 物 備 考

19号土療

1 10Y R% ぶい黄栂色 シ  ,レ   ト 右 有 褐灰色 シル トを斑点状。

2 10Y R%に ない黄褐色 ル  ト 有 有 浅黄橙色 シル トを斑点状。

3 10Y R/褐     色 シ  ,レ    ト 有 有 褐灰色シルトを斑点状。炭化物粒。

20号 土壌 単 10Y R%褐     色 ル  ト 笠
〔

有 炭化物 を斑点状に多量。

21号 土残 単 10Y R/褐     色 ン  ,レ    ト 笙
〔 有 灰黄褐色 シル トを斑点状。炭化物粒少量。

22号 土墳 単 10Y R%暗  褐 色 シ  ,レ    ト 無 有 にぶい黄褐色シルトを薙点状。炭化物粒。
23号上墳 単 10 YR泳暗  褐  色 ン   ,レ    ト 無 有 焼上粒少量。

24号土墳 単 10Y R%に ない黄tS色 ン  ,レ    ト 無 有 灰偶色 シル ト・炭化物粒・焼土粒 を斑点状。

25号土壌
10Y R%に ない黄栂色 ル  ト 疑

〔
有 暗褐色 シル トをプロック状。

2 10Y R%に ない黄褐色 ン   ,レ    ト 有 有 灰黄褐色 ンル トを斑点状。

26号上墳
1 25Y%暗 灰 黄 色 ル  ト 基

い
無 酸化鉄を編状。にない黄tS色 ンルトを斑点状。

2 10Y R%灰 黄 褐 色 ル  ト 有 有

第23図 19～ 26号土壊平・断面図



ほど盛り上る。堆積土は単層で、出土遺物はない。

似D 29号土墳 (第24図 3、 第25図 3。 6)

B-3・ 4に またがり位置する。東西に細長く延びる溝状の土残である。 1号住居跡の煙出

し部を切っており、土渡耳ヒ東部は 2号住居跡に接している (重複関係はなし光西端部分は、 5

号土竣に一部切られており、また、 2号性格不明遺構とも重複関係があるが、調査では新旧関

係を明確にすることができなかつた。上端規模約 400× 60clla、 下端規模約 370× 30clnで、中央

付近では、上端・下端幅とも狭くなり35。 15cm前後となる。深さは25～30cmで西側の方が深 く

なる。底面が凹状のため下端ラインは不明瞭で、横断面はU字状となる。堆積土は 2層 から成

、 1.27号土墳
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遺構 名 層 位 土 色 土  性 粘  性 しまり 混 和 物 考備

27号土墳 単 10Y R/褐     色 ル  ト 無 有 炭化物粒。焼土粒。

28号土残 単 10Y R%福     色 ル  ト 基
〔

石 炭化物粒。

20号 土狭
1 25Y%黄  褐 色 ル  ト 鍾

ヽ
有

2 10Y R/に ない貢褐色 ル  ト 有 有 炭化物粒・焼土粒を斑点状。

30号土妓 単 10Y R%灰 黄 褐 色 ン  ,レ    ト 有 有

第24図 27～ 30号土墳平・断面図
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番号
出土地点

番 号
種   類

調 整 法量m  ()内 は復元値
残存 分類

図版外 面 内 面 口 径 体 径 底 径 器 高

I D-55 土師器 17N 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキー黒色処理 (133) (56) /

2 D-64 土師器 罫 日～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキー黒色処理 χ ,ユ
ー2

3 D～ 54 土師器 罫
底 :同転 糸切 リー手持 ムヘ ラケズ リ

`裔

撮Ⅲ
ヘラミガキー黒色処理 (140) 42 % Ⅳ B

C-9 土師器 甕 口 :不明 (磨滅) 体 :ハ ケメ (153) (147) % ]

5
頻

上

裁
撤

中

堆 C-6 土師器 甕 体 :ハ ケメ 底 :筵AFI痕 ? (165) (80) % I

6
療
土

裁
積

か
堆 D-57 土師器 甕 1) (120) %

7 類
十【描

も
廷
E-3 須恵器 郷 日～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ロタロナデ (152) χ Ⅱ

第25図  5～ 29号土壊出土遺物 (土師器・須恵器)



る。遺物は全て堆積土中よりの出土で、土師器片と須恵器片が出土した。この内、

ものは土師器のイと甕 (第25図 3・ 6)が各 1点である。

像0 30号土墳 (第24図 4)

C-5グ リッドに位置する。土渡の南側の一部は調査区外へ延びる。また、南側は排水用の

側溝によって切られている。上端・下端平面形とも長楕円形を呈すものと思われる。上端・下端

長軸は推定で200。 170cln前後、上端・下端短軸は60。 45clla、 深さは20cmで ある。壁面は緩やか

に立ち上り、底面は凹状となる。堆積土は単層である。出土遺物は堆積土より、土師器・須恵

器の細片が数点出土したのみであった。

Q0 2号性格不明遺構 (第26図 1、 第27図 )

B-2-3グ リッドにまたがり位置する。東側は 5号土残に切られ、また29号土壌と重複関

係 (新旧関係不明)に ある。東西に溝状に延びる遺構で、東側の立ち上りは若干認められたが、

西側は調査区外へと延びる。上端幅は80～ 110 cm、 下端幅は50cm前後で、深さは15～20cmで あ

る。横断面はひらいたU字状で、底面はやや凹凸があるが、西から東への緩やかな下り傾斜を示

す。堆積土は 2層 から成る。下層には焼土粒・炭化物粒が多量に含まれていたが、底面・壁面

には焼け面は認められなかった。遺物は全て堆積土中よりの出土である。土師器を中心として

赤焼土器、須恵器が比較的多く出土したが、全て破片資料であった。他に識別不明な鉄製品が

1点出上した。この内図化できたものは、土師器
'不

2点 (第 27図 1・ 2X甕 2点 (3・ 4)、 赤

焼土器ナ不1点 (5)、 須恵器壷 1点 (6)であった。

00 3号性格不明遺構 (第26図 2)

A-5グ リッドに位置し、 2号住居跡の煙道及び外部燃焼施設Aの一部を切っている。南北

に孤状に延びる遺構で、北側は調査区外に延びる。北側方向に行くに従い、追構の幅は広がり、

深さも増す。これに加え底面は西側へもやや下り傾斜となる。調査区北壁で上端幅80cln、 下端

1.2号性格不明遺構
一          調査区西壁

2=3号性格不明遺構     3.4号 性格不明遺構
―- 450m ――   調査区北監    ―-  450m  °       ど上

甘

l:… :i:`:叫 色m

図化された

遺 構 名 層位 土 色 上   僅 格  性 混  和  物 ・ 備  考

2号性格不明濾構
1 10Y R/に ない貢褐色 無 石

10Y R%暗  褐 色 ン ル  ト 無 有 焼土粒・炭化物粒 を多量。

3号性格不明遺構 単 10Y R%黒  褐 色 ル  ト 無 無 焼上粒・炭化物粒 を雅点状。

4号性格不明遺構 単 10Y R%福     色 ン ル  ト 無 無 黄福色 シル トを斑点状。

第26図  2～ 4号性格不明遺構断面図



出 土

地 点

録

号

登

番
種 頬

調 整 法量cm ()内 は復元値
晩有 分類

写真

図版番号 外 面 内 面 口 径 体 径 底 径 器 高

1 t積■ D-53 上 師 器 郷 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキ→黒色処理 (147) (59) /

2 堆積土 D-52 土 師 器 郷 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ヘラミガキ→黒色処理 %

3 堆積土 C-10 土 師 器 妻 ケヽメ→ ヨコナデ (ロ ー体上端 ) ケヽメ→ヨコナデ(口 ) (220) (216) / I !6-4

4 塩積■ D-56 土 師 器 衰 ロクロナデ→ヘラケズリ(体下半 ) (261) (233) /

5 花積土 DE-6 赤焼土器 罫 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ロクロナデ %

6 進横土 E-12 須惑器 ロクロナデ (底 :不明 ) ロクロナデ /

第27図  2号性格不明遺構出土遺物 (土師器。赤焼土器・須恵器)



幅60cm、 深さ20～25cmを測り、壁面はやや強く立ち上る。底面は傾きがあるが、ほぼ平坦であ

る。堆積土は単層である。出土遺物は堆積土中より、土師器・赤焼土器・須恵器 。識別不明な鉄

製品の細片が数点出土したのみである。カク乱の可能性もある。

00 4号性格不明遺構 (第26図 3)

A-6。 7グ リッドに位置する。23号土渡を切っている。東西に延びる細長い小溝状のもの

で、やや弯曲している。全長約 3.4m、 上端幅20cm前後、下端幅10cm前後、深さ2～ 10cmで、

底面は東から西へ下って行く。横断面はU字状を呈す。堆積土は単層である。出土遺物は堆積

土より、土師器・須恵器の細片が数点出土したのみである。カク乱の可能性もある。

eD ビット (第 1・ 2表 )

5ラ イン以東を中心として、16個のビットが検出された。重複関係では、 1号住居跡、13号

土渡、23号土猿、26号土壊を4号、 7号、15号、 1・ 2・ 17号ピットが切っている。 1～ 17号

号ピットでは、上端 。下端平面形が (不整)円形、楕円形のいずれかを呈す。上端径 (長軸)

は25～35cmの間のものが半数を占める。深さは15cm以上のものが多く、30cm以上を越えるもの

はない。 1・ 9・ 10。 17号では柱痕が認められた。これらピットは、規模、配列において規則

性を見い出すことはできなかった。

18号ピットはA・ Bと も上記 1～ 17号ピットに比べ、掘り方の規模が大きく (A:75× 60×

95clnX平面形も方形を呈する。調査区内には同規模のものが他に検出されなかったため、性格、

規模、方向については不明である。ただし、Aは Bを切っており、建て替えがあったことが考

えられる。Aでは柱痕が認められたが、Bでは認められなかった。

1・ 4。 16・ 18A号 ピットの堆積土中、堀 り方埋土中からは、土師器 。須恵器の細片が

数点出土 したが、他のピットからの出土遺物はない。

4.Ⅳ層上面検出遺構 (第 4図 3)
Ⅲb層排土後、Ⅳa層上面で検出された遺構である。小溝状追構と溝跡1条 (2号 )が検出さ

れた。調査の関係上、 7ラ インのみを完掘し、他は遺構上面の検出にとどめた。

(1)Jヽ溝状遺構 (第28図 1、 図版16-2)

2号溝跡の北側を除く調査区全域で検出された。20～60cmの間隔で、北北東4・・南南西 (N―

18°前後一E)方向にほぼ平行に走る小溝群である。完掘部分、及び調査区壁面観察では、上端

幅30～ 70cm、 下端幅10～ 30clnと 溝ごとにばらつきがあり、また各溝自身の内でも一定した幅をも



第 1表  ビット観察表
ビット名 地区名 区  別

半   面   形
壁 角° 堆積土敗 儲 考

端 下  端 上  端 下 端 深  さ

1 号 C-2
掘 り方 僑   円 楕   円 50× 45 30× 25 65・ 50 埋上 1層

26号 土墳 を切 る。
柱  痕 楕   円 楕   円 2夕 ×22 14× 12

2 号 C-2 格   円 椿   円 20X15 8× 5 1 層 26号 上猿 を切 る。

4 号 B-4 円 円 28X28 12× 12 2  層 ユ号住居跡 を切る

5 号 B・ C-5 橋   円 格  円 35× 30 24X22 1 層

6 号 円 糖  円 35X35 20× 16 4  層

7 号 B,C-5 楕   円 円 18× 16 OX 10 70  55 層 と3号土猿 を切る

8 号 B-6 不 整 円 楕   円 18X18 2X10 1 層

9 号 C-7
掘 り方 不 整 円 不 整 円 20× 18 6× 14 理± 2層

柱  痕 円 円 12× 12 2X12

10 号 B-6
掘 り方 不 整 円 不 整 円 20× 20 2X12 埋土 I層

柱  痕 円 円 10X10 10X10

11 号 B-6 僑   円 円 32× 28 24× 24 層

12 号 A-7 不 整 円 橋   円 26× 24 16X13 2  層

13 号 A-6 不 整 円 椿   円 26× 25 10X8 1 層

15 号 A-7 楕   円 不 整 円 34X30 21× 18 40・ 20 層 カタ乱 ? 23号 土墳 を切 る。

16 号 A-7 楕   円 楕   円 26× 24 20× 18 1 層 北側一部未掘。

17 号 B-2
掘 り方 惰   円 楕   円 42× 38 35× 30 埋± 1層

26号 土墳 を切 る。
柱  痕 楕   円 橋   円 18X15 12× 8

18A号 8-7
掘 り方 不整方形 方  形 75× 60 45× 30 埋上 1層

18B号ピントを切る。
柱  痕 円 円 12X12 10X10

18B号 B-7 掘 り方 方   形 方  形 ―×60 一 X40 80 埋± 1層 18A号 ピ ットに切られる。

第 2表  ビット上層誼記表
ビット名 層  位 色 土  性 粘 性 しまり 混 入 物

1 丹
柱 痕 10Y R%黒  褐 色 あ  り あ  り にない黄橙色 ンル トを斑点状。炭化物。焼土粒。

掘 り方埋■ 1 10Y R/褐     色 ン ル  ト あ  り あ  り 炭化物粒 を少量。
2 号 層 10Y R%褐     色 あ  り あ  り にない黄糧色 シル トを斑点状。炭化物。粒土粒。

4 号
層 10Y R%暗  褐 色 な  し あ  り 少量の炭化物。

唇 ЮYR%に ない黄褐色 ン ル  ト を  し あ  り 黄撮 シルトをプロック状。
5 号 層 10Y R%に ぶい黄褐色 ル  ト な  し な  し 炭化物を少量。

6 号

層 [OY R%暗  褐 色 な  し な  し 焼上粒 を少量。

層 10Y R/に ない黄褐色 粘土質ンル ト あ  り あ  り

b  層 10Y R%に ない黄褐色 粘土質シル ト あ  り あ  り 黒色 ラル トをブロ ノク状。

層 10Y R%に ない黄褐色 ン  'レ   ト あ  り あ  り

7 号 層 10Y R%黒  褐 色 ル  ト な  し あ  り

8 号 層 10Y R%黒  褐 色 シ   ,レ    ト な  し あ  り

9 号

柱 痕 10Y R%に ない黄褐色 ン   'レ    ト な  し な  し 炭化物を多量。

掘 り方埋■ 1 10Y R/褐  灰 色 あ  り あ  り (1層のグライ土か ?)

掘 り方埋± 2 10Y R%に ぶい黄褐色 ル  ト な  し な  し

掘 り方埋± 3 10Y R%灰 黄 褐 色 シ  ,レ   ト あ  り あ  り

10 号

柱 痕 10Y R%灰 黄 褐 色 ,レ  ト あ  り あ  り
掘 り方埋■ 1 10Y R必 にない黄褐色 ル  ト あ  り あ  り

掘 り方埋上 2 10Y R%灰 黄 褐 色 シ  'レ    ト な  し な  し

13 号 1 層 IOV R%黒  褐 色 な  し あ  り 上部に焼土・炭化粒を少量。

15 号 1 層 10Y R%褐     色 あ  り あ  り 炭化物及び焼上。

16 号 1 層 10Y R%黒  褐 色 シ   ,レ    ト あ  り あ  り 炭化物 を斑点状。

17 号
柱 痕 25Y%黄  灰 色 ル  ト あ  り あ  り 黒褐色 シル トを斑点状。

掘り方埋土 ユ 10Y R%暗  褐 色
'レ

 ト あ  り あ  り に本い黄褐色 ンル トを斑点状。

18号
A
柱 痕 10Y R%灰 黄 褐 色 粘土質 シル ト あ  り あ  り 底面に鉄分沈着。

掘 り方埋 土 10Y R/に ない黄褐色 粘上質シル ト あ  り あ  り 黒褐色粒上をブロック状。

B 掘 り方 埋 土 10Y R%褐     色 あ  り あ  り 灰自 黒栂色 シル トをプロック状。



一‘

たない。底面にピット状の小穴があり凹凸状が著しく、深さも10～ 20cmで安定していない。。

横断面はU字状を呈するものもあるが一定ではない。また全体的に下端ラインは不明瞭である。

堆積土は単層で、褐色シルトを主体としてⅣa層 ブロックを多量に合む。一部分の完掘である

が出土遺物はない。尚、 2号溝跡の北側には、Ⅲb層 とⅣa層の間に厚さ10cln程の不安定な褐色

シルト層 (小溝状遺構堆積土と類似 ?)が認められたが、小溝状追構は検出されなかった。

(2)2号溝跡 (第28図 2、 図版17)

A-4～ 7グ リッドを西北西→東南東方向 (N-80° ―W)に走る溝跡である。小溝状遺構を

切るような状態で、ほぼ直交している。上端幅 150 cm前後、下端幅約50cmで、壁中央で段が付

く。中段幅は約70cmで、耳ヒ側の方が明確な段が付く。深さは40cmで、底面はやや凹状となる。

堆積土は 2層から成る。 1層は褐色粘土質シルト、 2層 は黒褐色シルト質粘土で、ややグライ

化している。一部分の完掘であったが、出土追物はない。

5。 その他の出土遺物 (第29～32図 )

基本層位より出土した遺物である。Ⅲa層 よりの出土が最も多く、Ⅳ層以下では出土遺物はな

い。土師器、赤焼土器、須恵器、陶器、磁器、土製品 (土錘、羽口)、 石製品 (磨石)、 鉄製品 (

鉄鏃、釘等)、 鉄澤がある。いずれも破片資料のものが多く、図化できたものはわずかである。

2.2号溝跡
調査区東壁

A-7-→――B-7
--430m

小瀞状遺構 土 色 土  性 粘  性 混 和 物

堆 積 土 10Y R%褐     色 錘
ト

有 にぶい黄褐色シルトを斑点状。多量のⅣa層ブロック (下部)。

第28図 小溝状遺構・ 2号溝跡断面図



藝

凶肋

離弓
出土地点

雰

号

ｑ

番
種  類

調 整 法量m  ()内 は復元値
践存 分幻

写興

図版外 面 内 面 口 径 体 径 底 径 器 高

1 A-2 Ⅱb層 D-67 土 師 器 郷 ヘラミガキー黒色処理 137 4,1 χ 1

2 B-2 Ⅲb層 D-62 上 師 器 舅 口～体 :ロ クロナデ  底 :回転糸切 り ヘラミガキー黒色処理 (135) 63 完 I

3 A-7 Ⅱb層 D-61 上 師 器 舅 口～体 :ロ クロナデ  底 :回転糸切 り ヘラミガキ→黒色処理 (147) (60) % Ⅲ

4 -6 Ⅲa層 D-65 上 師 器 舅 ヘラミガキ→黒色処理 (138) (63) /

5 -6 Ⅲa層 D-66 上 師 器 舅 口～体 :ロ クロナデ  底 :回転糸切 り ヘラミガキー黒色処理 (178) χ Ⅳ A

6 B-7 Ⅲa層 D-60 上 師 器 皿 口～体 :ロ タロナデ  底 :回転糸切 り ヘラミガキー黒色処理 (109) 46 χ

7 B-7 Ⅲa層 D-58 上 師 器 褒 ヘラミガキー黒色処理 (167) (159) (84) % ,5-3

7 Ⅲa層 DE― ? 赤焼土器 鰯 口～体 :ロ クロナデ  底 :回転糸切 り %

第29図 基本層位出土遺物 1(土師器・赤焼土器)



0                              10cln

番号
出土地点

番号
種 類

調 獲 法量cm()内 は復元値
残存 分類

写真

図版面 内 面 口 径 底 径 器 高

,3-ユ A-5 Ⅱb層 E-6 須恵器 堺
底 :4Lttjth付

`中

央 )一手 持 ちヘ ラ ケ ズ リ (周 縁 )
ロクロナデ、人ダスキ % I 24-1

,3-2 B-7 Ⅱa層 E-4 須恵器 堺 ロクロナデ (138) % I

B-7 Ⅲa層 E-5 須恵器 罫 口～体 :ロ クロナデ 底 :回転糸切 り ロクロナデ 14 7 % Ⅱ

B-6 Ⅱa層 E-13 須恵器 奎 ロクロナア ロクロナデ (191) 晃

〕3-5 A-2 11a層 E-14 須恵器 ロクロナデ (74) %

8-3 Ⅱb層 E-15 須恵器 壺 ロクロナデ カキロ?

B-7 Ⅱa層 E-16 須恵器 壷 ロクロナデ カキロ?

34-3 B-7 Ⅱa層 E-17 須恵器 蓑 ロクロナデ カキロ ?

34-4 C-5 Ⅱb層 E-18 須恵器 妻 平行叩 き目 同心円押 え目

34-5 表 採 E-19 須恵器 蓑 平行叩 き目 同心円押え目

34-6 B-6 Ⅲa層 E-20 須恵器 甕 ? 平行叩 き目 ナデ

34-7 B-7 Ⅲa層 E-21 須恵器 甕 ? 平行叩 き目

34-8 C-4 Ⅱa層 E-2ι 須恵器 獲 平行叩 き目 平行押え目

34-9 A-7 111a層 E-2( 須恵器 妻 平行叩 き目 平行押え目

34-1( A-7 Ⅱa層 E-24 須恵器 妻 体 :平行叩 き目 底 :ヘ ラケズリ ヘラナデ

第30図 基本層位出土遺物 2(須恵器 )
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第31図 基本層位出土遺物 3(須恵器)
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版

号

図

番
出土地点

録

号

登

番
種類

法量cm ()内は残存傾
情 考

写 真

図 版長 幅 (タト径 ) 厚 (孔径 |

l B-2 Ⅲa層 P-5 上錘 ほば完形。外面磨減。 28-7

2 B-2 Ⅲb層 P-6 上鐘 (39) χ残存。外面 :オ サエ ?後 ミガキ。 28-8

3 A-6 Ⅲa層 P-7 上鍾 (29) %残存。外面磨滅。

C-5 Ⅱa層 P-3 土錘 (95) 12 %残存。外面 :オ サエ後軽いミガキ。

5 A-3 Ⅲa層 鉄鉄 06 鉄錆付着著 し

C-6 Ⅱa層 N-2 鉄釘 (31) 1 0 欠損品。断面方形 ?。 鉄鋪付着著 しい。

B-7 111a層 K-2 磨石 欠損品。全面磨 き。表面凹凸状。裏面凹状。

8 B-7 Ⅲb層 K-3 磨石 (142) 69 欠損品。表裏面磨 き。表面平坦。裏面凹状。二次力Π熱痕。

第32図 基本層位出土遺物 4(土製品。礫製品・鉄製品)



第Ⅳ章 出土遺物の検討

lB縄 文 土 器
1点出土した (第20図 1光 深鉢形土器の日縁部資料である。外面には隆線による渦文が施

文されている。内外面とも磨滅が激しい。縄文時代中期 (大木9a式)に位置づけられる。

2B土  師  器
70点が図化された。器種には

'不

、皿、甕、鉢がある。

(1)分

オ不

全て製作に際してロクロが使用されている。内面はヘラミガキの後、黒色処理が施こされて

いる。ヘラミガキの方向は、底部付近が放射状、体部～口縁部が斜め及び横方向である。これ

らは底径/口径 (底口比)、 器高/口径 (高口比)に よりI～Ⅳ類に分類され、さらに日径の

法量により細分される。

I類 :底日比力Ⅵ7%以上で、高口比が30%前後のもの

全体的に底径が大きいもので 5点ある。底口比は47～ 50%、 高口比は33%以下で、内には28

%と 全体的に器高が低いものもある。日径は13.5～ 15,Ocmの 間である。体部から口縁部の器形

には、九味をもって外傾するもの、体部が九味をもって外傾し、日縁部がやや外反するものが

ある。体部の弯曲度は、他の類に比べ小さいものがある。底部の切り離し技法が明確なものは、

全て回転糸切りである。底部の切り離し後は、再調整が施こされるものと無調整のものがある。

再調整のものは、全て手持ちヘラケズリで、底部全面、体部下端から底部周縁に施こされる。

Ⅱ類 :底口比力滋0～ 46%の もので、高口比が40%以上のもの

全体的に器高の高いもので、婉状の器形を呈するものである。日径の法量により、さらにA・

Bに細分される。

ⅡA類 :口径が17cln以上にもなる大型のもの

1点ある。底口比40%、 高口比47%で、日径は18.6clnで ある。体部が九味をもって外傾し、

日縁部が内弯する器形である。底部の切り離し技法は回転糸切りである。底部の切り離し後は、

体部下端に手持ちヘラケズリによる再調整が施こされている。

ⅡB類 :日径が14clla以下のもの。

2点ある。底口比が45%前後、高口比42%前後で、日径は13.0～ 14.Oclnの 間である。体部から

口縁部の器形には、九味をもって外傾するもの、体部が九味をもって外傾し、日縁部が外反す

類



第 3表 土師器郭 底口比・高口比

Ⅲ類
底口比 (%) 高口比 (%)

第33図 土師器郭類別資料

るものがある。底部の切り離し技法は全て回転糸切りである。底部の切り離し後は、再調整が

施こされるものと無調整のものがある。再調整のものは手持ちヘラケズリで、体部下端に施こ

される。

Ⅲ類 :底口比力逆0～46%の もので、高口比が40%未満のもの

19点あり、
'不

の内では最も多い類で50%の割合を占める。底口比は42～45%の ものが多く、

高口比は31～36%で、33%の ものが多い。日径は13.0～ 16.5cmの 間である。体部から口縁部の

器形には、九味をもって外傾するもの、体部が丸味をもって外傾し、日縁部が (やや)外反す

るものがある。底部の切り離し技法が明確なものは、仝て回転糸切りである。底部の切り離し後

は、再調整が施 こされるものと無調整のものがあるが、無調整のものは全体の約90%を 占める。

再調整のものは、全で手持ちヘラケズリで、体部下端に施こされる。

Ⅳ類 :底口比が30%台のもので、高口比が40%未満のもの

全体的に底径が小さいもので、日径の法量により、さらにA・ Bに細分される。



ⅣA類 :口径が17cm以上にもなる大型のもの

1点あるが、破片資料である。日径比37%、 高口比40%近 くのもので、全体的に器高がやや

高いものである。口径17.8cmで ある。体部が丸味をもって外傾 し、日縁部が外反する器形であ

る。底部の切り離し技法は回転糸切りで、無調整である。

ⅣB類 :回径が17cln以下のもの

10点ある。日径比は37・ 38%の ものが多く、高口比は30～35%で ある。日径は13.5～ 15,Ocm

の間である。体部から日縁部の器形には、丸味をもって外傾するもの、体部が九味をもって外

傾し、日縁部が (やや)外反するものがある。底部の切り離し技法は全て回転糸切りである。

底部の切り離し後は、再調整が施こされるものと無調整のものがある。再調整のものは、全て

手持ちヘラケズリで、底部全面、底部周縁、体部下端から底部周縁、体部下端に施こされる。

皿

1点のみである。製作に際してロクロが使用されている。日径10,9cmの 小型のもので、体部

から口縁部にかけて外反気味に外傾する器形である。内面はヘラミガキの後、黒色処理が施こ

されている。ヘラミガキの方向は
'不

と同様である。底部の切り離し技法は回転糸切りで、無調

整である。

箆

製作に際してのロクロの使用、不使用によりI・ Ⅱ類に分類され、さらに法量、内面調整の

有無により細分される。

I類 :製作に際してロクロを使用しないもの

9点ある。日径が器高より大きい資料 1点 を除き、他は全て破片資料である。最大径を口縁

部にもつ。日径が25cm前後の大型のものと、15cm前後の小型のものがある。日縁部は強く外反

し、体部が長胴形あるいは鉢形状を呈する器形である。調整は外面が縦位のハケメ、内面が横

位のハケメの後、日縁部内外面ともヨコナデが施こされている。外面底部には筵状圧痕、網代

圧痕が認められる。

Ⅱ類 :製作に際してロクロが使用されているもの

口径と器高の大小、最大径の部位、内面調整の有無により、さらにA～ Dに細分される。

ⅡA類 :口径が器高より月ヽ さく、最大径を回縁部にもつもの

4点ある。口径は全て20cm以 上のもので、最大のものでは26claを 測る。日縁部が外反し、体

部が長胴形を呈する器形である。日縁部端部は全て上方へ摘み出されている。外面調整はロク

ロナデの後、体部中央部以下にヘラケズリが施こされている。内面調整はロクロナデの後、体

部にヘラナデや体部上半に回転ハケメ・体部下半にハケメが施こされているものもある。

ⅡB類 :日径が器高より河ヽ さく、最大径を体部にもつもの



7点ある。日径は20～25cmの 間のものが多く、最小のものでも18clnである。口縁部は外反し

体部は紡鍾形状を呈する器形である。日縁部端部は上方へ摘み出されるものとそうでないもの

とがあるが、前者が圧倒的多数を占める。外面調整はⅡA類と同様である。内面調整はロクロ

ナデの後、日縁部から体部上半の一部または体部下半から底部の全面にヘラナデや、体部上半

の一部に回転ハケメが施こされているものもある。

IC類 :日径が器高より大きく、最大径を口縁部にもち、内面にほとんど調整が施 されな

いもの

4点ある。日径が15cln前後の小型のもので、最小のもので12cm、 最大のものでも18cmである。

日縁部は外反し、体部は鉢形状を呈する器形である。日縁端部は全て上方に摘み出されている。

外面調整はロクロナデの後、体部下端にヘラケズリが施こされている。内面調整はロクロナデ

のみのものがほとんどであるが、ロクロナデの後、体部の一部にヘラナデが施こされているも

のもある。底部の切り離し技法は回転糸切りで、底部には調整は施こされていない。

ⅡD類 :日径が器高より大きく、最大径を回縁部にもち、内面全面に調整が施こされるもの

2点ある。口径の判るものは17cmと やや小型のものであるが、他の 1点は20cm前後になるも

のと思われる。日縁部は外反し、体部は鉢形状を呈する器形であるが、ⅡC類 に比べ全体的に

やや器高が低い。日縁端部はⅡC類 と同様である。外面調整はロクロナデの後、体部下半にヘ

ラケズリが施こされている。内面調整は全面ヘラミガキの後、黒色処理が施こされている。底

部の切り離し技法が明確なものは回転糸切りである。底部には調整が施こされていないものと

底部全面にヘラケズリによる再調整が施こされるものがある。

鉢

製作に際してロクロを使用しないものである。破片資料が 1点ある。日径が44clnも ある大型

のものである。体部はゆるやかに内弯 しながら外傾し、日縁部が強く外反する。調整は外面体

部が横位、縦位のハケメの後、ヘラケズリ、内面体部から底部が横位のハケメで、日緑部内外

面はヨヨナデが施こされている。外面底部には筵状圧痕 ?が認められる。

像)所 属 年 代

これら出土土師器の内、製作に際してロクロが使用されているものは、東北地方南部の土師

器編年では「表杉ノ入式」 (氏家 :1957)に 比定され、平安時代に位置づけられる。また、製

作に際してロクロ未使用の甕 (I類)。 鉢の内、甕に関しては 2号住居跡で、ロクロ使用の土

師器と共伴しており、ロクロ使用の上師器と同時期のものと考えられる。鉢に関しても甕とほ

ぼ同様な調整方法であること、加えて当調査区出土の土師器には「表杉ノ入式」より前形式の

ものを含まないことより、やはり同時期のものと思われる。



第 4表 土師器・赤焼土器 。須恵器類別資料 (図化資料)出土地点

洪
土 師 器 赤焼土器 須  恵  器

皿
褒

鉢 一霊 褒

I Ⅳ A Ⅳ B 不 明 I ⅡA ⅡD I Ⅱ

Ⅱ  a  層 I ユ I 1 1 l 1 1 1

1号 住 居 跡 1 3 1 1 2 1

1号住居跡堆積土 ユ l

2号 住 居 跡 3 1 1 4 5 3 3 3 5 3 2 1 1 1

2号住居跡堆積土 2 1 I 1

5号土猿雄積上

10号上装堆積土

13号土躾堆積土 1

19号土療堆積上 1

26弓上猿堆積土 ユ

29号土療堆積土 l ユ

2号性不堆積土 2 l 1 l

Ⅱ  b  層 2 I ユ

当追跡ではこれら土師器が一括し出土した遺構は、 1・ 2号住居跡である。ただし、 1号住

居跡出土のものは、全て 2号住居跡出土のものに包括されている。従って、 2号住居跡出上の

もの (図化資料)を中心として、またその内でもチ不に限定して、若干の検討を加えてみたい。

2号住居跡におけるよ不 (17点 )の特徴、土師器以外のよ不との共伴関係は以下のようになる。

1,I～Ⅳ類までの全ての類があるが、その内でも底口比の大きいI類は少なく (21%)、 底

口比が徐々に小さくなるⅢ・Ⅳ類が主体となる。底口比平均は42%で ある。

2.口縁部から体部にかけての器形は a:全体的に九味をもって外傾するもの (I～Ⅳ類)

b:体部が九味をもって外傾 し、日縁部が内弯するもの (Ⅲ 類) ci体部が九味をもって外傾し、

日縁部が (やや)外反するもの (Ⅱ ～Ⅳ類) の a～ cま である。 bは ⅡA類のみにみられ、

全体に占める割合も6%と 少なく、主体的なものはaocの器形である。 cは I類にはみられ

ないが (2号住居跡以外ではあり)、 全体に占める割合は50%である。

3.底部の切 り離し技法の明確なものは、全て回転糸切りである (I～Ⅳ類)。

4.底部切り離し後の再調整は全て手持ちヘラケズリで、底部全面 (I類)、 体部下端 (Ⅱ・

Ⅳ類)に施こされている。

5。 再調整のもの (I・ Ⅱ oⅣ類)は全体の20%で、無調整のもの (I～ Ⅳ類)が80%と主体

を占める。

6.赤焼土器チ不、須恵器ナ不と共伴関係にあり、す不全体に対する割合は土師器85%、 赤焼土器10

%、 須恵器 5%である。

丹羽茂氏は最近、宮城県南部の集落跡における表杉ノ入期の資料を、土師器〕不の器形や器面

調整技法などの特徴より、宮前追跡第20号住居跡→青木追跡第21号住居跡・台ノ山追跡第 8号



住居跡→東山遺跡土器溜→家老内遺跡第 2号住居肋・宮前遺跡第54号住居跡→安久東遺跡第 2

号住居跡の順に並べている (丹羽 :1983)。 この変遷の中で最も特徴的なのは、土師器J不の底

口比が大きいものから小さいものへという推移が認められることである。また、これに呼応し

'不

の底部切 り離し後の調整も再調整のものから無調整のものへと変化している。

第 5表は本遺跡 1・ 2号住居跡出土土師器】不を宮城県南部の蔵王町東山追跡土器溜 (真山悟

1981)、 白石市家老内第 1・ 2号住居跡 (真山悟 :1981)、 仙台市南小泉遺跡第 6次調査 1号

住居跡 (渡部弘美 :1983)、 仙台市安久東遺跡第 2号住居跡 (土岐山武 :1981)出土土器 (図

化資料)と 比較したものである。これによると東山追跡土器溜出土土器と安久東追跡第 2号住

居跡出土土器との間では、底回比、底部切り離し後の調整の差異の他に

1.東山追跡土器溜出土土器では当遺跡 I・ Ⅲ類が主体を占めるのに対して、安久東遺跡 2号

住居跡出土土器ではⅣ類が主体 (90%以上)を 占める。

2.口縁部から体部の器形は、体部が九味をもって外傾 し、日緑部が (やや)外反するもの一

c― が、東山遺跡土器溜出土土器では50%以下であるのに対し、安久東遺跡第 2号住居跡出土

土器では 100%と なる。

3.法量平均の内、口径・器高は安久東遺跡第 2号住居跡出土土器では大きくなり、底径はそ

の逆に月ヽさくなる。

4.土師器、赤焼土器、須恵器の間の組成では、ともに土師器が主体ではあるが、安久東遺跡

第 2号住居跡出土土器では赤焼土器の占める割合が増加し、反対に須恵器の占める割合が減少

している。

という差異が看取される。また、本遺跡 1・ 2号住居跡、家老内追跡第 1,2号住居跡、南

小泉遺跡第 6次調査 1号住居跡出土土器は、東山追跡土器溜出土土器と安久東遺跡第 2号住居

跡出土土器との中間的な様相を示している。この内、家老内追跡第 1号住居跡出土土器を除く

4資料は、表に掲げた項目の内、若干の差 。欠落を除き、ほぼ同様な器形・法量 (比X成形技

法である。従って当遺跡 1・ 2号住居跡、家老内第 2号住居跡、南小泉遺跡第 6次調査 1号住

居跡出土土器は、東山遺跡土器溜出土土器と安久東追跡第 2号住居跡出土土器との中間的なも

のであり、 しかも、ほぼ同時期のものとして捕えられる。

さて、 2号住居跡出土土器の絶対年代であるが

1.東山追跡土器溜より9世紀中葉に比定される灰釉陶器が出土している。

2.安久東遺跡第 2号住居跡床面付近より10世紀後半に比定される灰釉陶器が出土し、この住

居跡出土土器が、これとほぼ同時期のものとされている。

3.2号住居跡出土土器土師器郵は、東山遺跡土器溜出土土器と安久東遺跡第 2号住居跡出土



第 5表 土師器邪の各遺跡間における比較 (宮城県南部の集落遺跡)

逢跡名

項

東 山 遼 跡 家 老 内 遺 跡 家 老 内 追 跡 南小泉遺跡(6次 ) H田畑中遺跡(2茨 ) 中田畑中遺跡(2次 ) 安 久 東 遺 跡

土  器  溜 第 1号 住 居跡 第 2号住 居跡 1号 住 居 跡 2号 住 層 跡 1号 住 居 跡 第 2号住 居跡

分 類

(●は主体)

I ● ○ ○ ○ ○

Ⅱ O ① ○ ○

El ● ● ● ● ● ● ○

Ⅳ O ● 0 ● ● ●

そ の 他 ○ O ○ ○

口縁～体を[器形C 出現率% 50以下 50以 上 50以上 50以 上 50以上

底 口比 平 均 % (赤焼上器)

(須 恵 器

翻 解 均 %鷹

34

(32)

日 径 平 均 cm彫

雲 覇 覇

(142) (144) 〈150)

(13 3) (144) (135) (147)

底 径 平 均 cE (赤焼上器 )

6 1 53

(60) (59) (60) (49)

(須 恵 器 ) (65) (60) (60) (52)

器 高 平 均 cm彫

票 蓼 覇

45 49

(47) (44) (48) (45)

(40) (46) (50)

麿部切り離し技法

|(須 恵 器 )

糸 糸 糸 系 糸 糸 糸

(へ  糸 ) (糸 ) (糸 ) (糸 )

再 調 整 技 法
|(須 恵 器 )

回へ 子ヘ 子ヘ 手 ヘ 手ヘ 手ヘ 手ヘ

(回へ・手へ ) (手へ )

再調整 :無 調整%|(須
恵 器 )

82:18 46: 54 57:43 27:73 20:80 43:57 O:100

(18:32) (9:91) (0:100) (0:100)

土師器 :赤焼土器 :須恵器% 69: 0 :31 100:0:0 100:0:0 85: 1 :14 85:10: 5 87:よ 3: 0 50:37:13

※ 底部切 り離 し技法 へ :回転ヘラ切 り技法 糸 :回転糸切 り技法

再調整技法 (底部切 り離 し後) 回へ :回転ヘラケズリ 手へ :手持 ちヘラケズリ

これら比較資料の法量は、各報文中の法量計測値及び図面資料より抽出 したものである。従って、図面資料抽出のものには、若子の誤差が生じてぃる可能性もある。

土器の中間的なものである。

4。 1・ 2号住居跡堆積± 1層及び基本層位 Ⅲa層中 (住居跡検出面 Ⅲb層上面)に、10世紀

前半に降下したと考えられる灰白色火山灰 (白鳥 :1980)が小ブロック状に合まれていた。

以上の 1～ 4に より、 2号住居跡出土土器の絶対年代は、 9世紀中葉以降から10世紀前半以

前の年代が与えられる。

註  記

1 第5表掲載の割合は、報文資料に基づいている。しかし、その後、東山遺跡土器溜出土土器は宮前遺跡

の報文中 (丹羽 :1983)で、安久東遺跡第2号住居跡出土土器は鹿島遺跡、竹之内遺跡の報文中 (佐々

木:1984)で 須恵器〕不としたものの内には、赤焼土器」不が含まれているという訂正がなされている。従

って、実際には両追跡の赤焼土器J不の割合は、もっと高くなるものと思われる。



2.安久東遺跡報文中では、この灰釉陶器の年代を■世林E頃としたが、その後、鹿島遺跡、竹之内遺跡の報

文中で、10世紀後半頃に訂正している。

3.赤 焼 土 器
器種はす不のみで、 7点図化された。

ナ不

全で製作に際 してロクロが使用されている。土師器J不皿・Ⅳ B類 と同様な器形を呈するもの

である。底口比は38～44%、 高口比は29～33%である。日径は13.5～ 15。 5cmの 間である。体部

から口縁部の器形は、丸味 をもって外傾するもの、体部が九味をもって外傾 し、日縁部が (

やや)外反するものがある。底部の切 り離し技法は回転糸切 りで、無調整である。

これら赤焼土器は.遺構内で土師器】不と共伴関係を持つことにより、土師器チ不とほぼ同年代

が考えられる。

4口 須  恵  器
12点が図化された。器種にはす不、壷、甕がある。

オ不

底口比によりI・ Ⅲ類に分類 される。

I類 :底 口比が50%以上のもの

全体的に底径が大きく、器高が低いもので 2点ある。底口比は50。 54%、 高口比は30%前後

で、日径は13.5cm前後である。体部から口縁部の器形は、九味をもって外傾するもの、体部が

九味をもって外傾 し、口縁部がやや外反するものがある。底部の切 り離 し技法は不明で、中央

部に粘土が貼 り付け (補強 ?)ら れた後、周縁部に手持ちヘラケズリによる再調整が施 されて

いる。

Ⅱ類 :底口比が40%前後のもの

上師器テ不Ⅲ・Ⅳ B類 と同様な器形を呈するもので、 4点ある。底口比は37～44%、 高口比

は31～37%で、日径は13.5～ 15.5cmの 間である。体部から口縁部の器形は、九味をもって外傾

するもの、体部が九味をもって外傾 し、日縁部が (やや)外反するものがある。底部の切り離

し技法は回転糸切 りで、無調整である。

壺



全て破片資料で、日頸部資料が 1点、体部下端～底部資料が 2点である。日頸部資料は長頸

のもので、日縁部端部は上方へ摘み出されている。頸部下端には幅の狭いリング状の突帯が 1

条めぐる。体部下端～底部資料はいずれも小型のもので、付高台のものである。この内 1点は、

底部の切り離し技法が回転糸切りである。

麹

全て破片資料で、日縁部資料が 1点、体部～底部資料が 2点である。日縁部資料は外反する

もので、日縁部端部は上 。下方へそれぞれ摘み出されている。体部～底部資料はともに外面は

体部下端から底部がヘラケズリ、内面は部分的にナデが施こされている。

これら須恵器の内、】不I類 を除くJ不 Ⅱ類・壷・甕は、遺構内で土師器J不と共伴関係を持つこ

とより、土師器
'不

とほぼ同年代が与えられる。Jtt I類は基本層位 (Ⅲ a・ Ⅲb層)よ りの出土で

あるが、出土層及び出土遺物中の土師器が全て「表杉ノ入式」に属することにより、平安時代

に位置づけられる。

5B陶  磁  器

陶器が10点、磁器が2点の合計12点が出土した。全て細片で図化できたものはない。遺構内

(2号土壌)、 基本層位から出土した。

陶器 (図版29-1～ 4・ 7～ 11)

灰釉陶器 (2～ 4)

3点出土している。胎土はいずれもわずかに砂粒を含むが、精製されたもので、須恵器の胎

土とは異る。また、いずれも堅く焼きしまっている。基本層位Ⅲa～Ⅲb層 よりの出土である。

瓶 (2・ 3):い ずれも体部資料である。 2は外面に3条以上の横位直線文がめぐっており、

把手 ?の剥離痕が認められる。また、外面には全面にオリーブ灰白色の釉がかけられている。

胎土は灰白色である。器厚は 7～ 10mmで ある。 3は釉が認められないが、胎土の点より灰釉陶

器に属すると思われる。内外面とも灰白色で胎土は灰オリーブ色を呈する。器厚は 6 Hlmである。

皿 ?(4):高 台付のもので、底部～高台部の資料である。底部内面全面に刷毛塗 りによる

オリーブ灰色の釉がかけられている。胎土は灰白色である。器厚は4～ 6 nlmである。

これらの灰釉陶器は平安時代に属するものであるが、詳しい年代については小破片資料のた

め不明である。

緑釉陶器 (1)

瓶が 1点出土している。基本層位 Ⅱa層 より出土した。外反する口縁部資料である。胎土は



ほとんど砂粒を含まず、精製 されたもので、堅く焼きしまっている。内外面には暗緑灰色の

釉がかけられている。胎土は灰色である。器厚は 3 almと薄い。

所属年代は、灰釉陶器とほぼ同年代のものと思われる。

その他の陶器 (7～ 11)

6点出土 した。 7が 2号土羨より出土した他は、全て基本層位 Ⅱa層出土である。 7～ 10は

常滑産の甕の体部資料である。 7・ 8は外面に自然釉がかかっている。器厚は 9が 9 mmと やや

薄手であるが、他は13mm前後である。11は産地不明のもので、重か甕の体部破片である。内外

面とも鉄釉がかかっている。器厚は 7 almで ある。

7～ 10は鎌倉時代後半から南北朝頃のものと思われる。また、11は近世頃のものであろうか。

磁器 (図版29-5・ 6)

自磁

1点出土した。皿 ?の口縁部資料で、基本層位 Ⅲa層 より出土した。中国産のものと思われ

る。内外面とも灰白色を呈する。器厚は 3 Hlmと薄い。

所属年代は平安時代末頃から鎌倉時代にかけてのものと考えられる。

青磁 (6)

1点出土した。瓶類の体部資料で、基本層位 Ⅱa層 より出土した。これも中国産のものと思

われる。内外面とも灰オリーブ色で貫入が認められる。器厚は 4～ 8 nlmで ある。

所属年代は鎌倉時代と考えられる。

6日 土  製  品
遺構内 (2号住居跡)、 基本層位 (Ⅱ a・ Ⅲa・ Ⅲb層 )よ り10点出土した。内訳は土錘が 7

点、羽口が 3点である。

上鍾 (第 20図 4～ 6、 第32図 1～ 4、 図版28-2～ 8)

大きさには長さが8 cmを越す大型のものと5 cm以下の小型のものがある。また形態的には、

中央部に膨みをもつ紡錘状のものと、中央部がやや膨む円筒形状のものがある。大型のものは

3点 ある (第20図 4・ 5、 32図 4)。 全て紡錘状のもので、外径 3.7 cm前後、孔径は 1.2 cm前

後を測る厚手のものである。外面にはオサエ痕が残り、その後軽いミガキ痕が施されている。

小型のものは4点ある。紡錘状のもの (第 32図 1～ 3)と 円筒状のもの (第20図 6)がある。

いずれも外径 1.4 cm前後、孔径 0.4 cm前後を測る。磨滅しているものが多く外面調整が明確に

認められるものは少ないが、 6は ていねいな磨きが認められる。



これらの内、住居跡内及び基本層位 Ⅲb層出土のものは、平安時代に属する。また、他の基

本層位出上のものの多くも同時代に属するものと思われる。

羽口 (第 20図 2。 3、 図版31-3)

3点出土 した。いずれも細片である。第20図 3の外径は推定で 5 cm前後 ?と 思われるが、他

に関しては外径・孔径とも不明である。第20図 3、 写真図版31-3と も先端部のもので、鉄滓

の付着が著 しい。炉装着部 と思われる。 2は二次加熱で赤色化 している。

第20図 2・ 3は 2号住居跡堆積土よりの出土で、平安時代に位置づけられるものと思われる。

他の 1点は基本層位 Πa層 よりの出土で、所属時期は不明である。

7.石  器 、石 製 品

遺構内 (1・ 2号住居跡)、 基本層位 (Ⅱ a・ Ⅲb層 )よ り9点出土した。この内石製品 6点

は全て住居内出土である。石器は全て磨石、石製品は全て砥石である。

磨石 (第 20図 10、 第32図 7・ 8)

全て欠損品である。10。 7は扁平な小円礫で、全面磨かれている。10は表面中央部に弱い敲

打痕が認められる。 8は大型のやや扁平な礫で、表裏面が磨かれている。尚、二次加熱を受け

赤色化している。

所属年代に関しては、当調査で縄文土器片も出土している点より、出土層位 (Ⅲ層)、 出土

遺構 (2号住居跡)か ら年代を限定することはできない。

砥石 ((第 10図 1～ 3、 第20図 7～ 9、 図版30-1～ 3)

細片のものが多く、 1・ 2がほぼ現形をとどめているのみである。形状には先細りの長方体

のもの (2)、 扁平なもの (9)、 不定形なもの (1)がある。砥面は上下面を除く表裏面・

両側面のものが多いが、内には裏面が自然面となるもの (7)も ある。砥面は平坦なもの、や

や凹状となるもの、反対にやや凸状となるものがある。やや凹状となるものの多くは研磨溝が

認められる (1・ 2・ 7)。 また上下面を残す資料には敲打痕がみられる。(2。 9)。

これらは全で 1・ 2号住居跡より出土しており、住居跡の所属年代より平安時代に属するも

のと考える。



8口 鉄製品、鉄 滓

遺構内、基本層位より38点出土した。この内鉄製品は31点であったが、破片資料の上、腐植

が激しく、識別不能なものがほとんどであった。

鉄製品 (第 10図 4、 第20図 11。 12、 第32図 5・ 6、 図版30-4～ 11)

わずかに2点が識別されたのみである。第32図 5。 6は鉄鏃・釘である。ともに鉄錆の付着

が著しく原形を明確に把握することはできない。 5は現状では三角形で、逆刺が付く。茎の有

無は不明である。 6は頭部が曲り幅広になった釘の破片資料である。現状では断面が九味を滞

びているが、角釘と思われる。

これらは、出土層位、出土遺構の点より、多くは平安時代に所属するものと思われる。

鉄滓 (図版31)

7点出土した。いずれもⅢb層上面検出遺構、基本層位Ⅲ層より出土した。大型のものから

小型のものまでみられる。 1・ 2は ともに明褐色を呈する椀形滓である。粗経なもので、下面

には粘土が付着している鍛冶滓と考えられる。

これらは、出土層位、出土遺構の点より、多くは平安時代に所属するものと思われる。



第V章 検出遺構の検討

1.所 属 年 代
(1)Ⅱ媚 上面検出遺構

1号溝、 1号性格不明遺構が検出された。重複関係はなく、遺構に伴う出土遺物はない。検

出層 Ⅱb層 は、分布域が限られていた層のためか、出土遺物は少ない。また、堆積年代を推し

測る遺物の出土もない。従って Ⅲa層上面検出遺構の年代より、 Ⅱb層上面検出遺構の所属年

代は中世後半以後と考えられる。

伸)Ⅲ a層上面検出遺構

1～ 4号土渡が検出された。重複関係はなく、追構に伴う出土遺物はない。検出層 Ⅲa層 中

には、10世紀前半の降下と考えられる灰白色火山灰の小ブロックが含まれている。また、 Ⅲa

層中で最も新しい出土遺物は、平安時代末頃から鎌倉時代に位置づけられる中国産の自磁片で

ある。加えて、 2号土羨堆積土中より、鎌倉時代後半から南】ヒ朝頃の陶器片 (常滑産)が出土

していることより、 Ⅲa層上面検出遺構の所属年代は中世前半頃と考える。

(3)Ⅲ b層上面検出遺構

1。 2号住居跡、 5～30号土装、 2～ 4号性格不明遺構、 1。 2・ 4～ 13・ 15～18号ピット

が検出された。各遺構間の重複関係は比較的多く認められた。最も重複が多かったのは 7。 10。

25号土渡間で、 (古)25号→10号→ 7号 (新)と いう重複関係をもつ。遺構に伴 う遺物は、全て両

住居跡よりの出土で、この出土遺物より両住居跡は平安時代 (9世紀中葉以降、10世紀前半以

前)に位置づけられた。 Ⅲb層中出土土師器は両住居肋より新しいものは含まず、平安時代よ

り古いものも含まない。さらにⅢa層上面検出遺構の所属年代を加味すれば、 Ⅲb層上面検出

遺構は、平安時代 (9世紀中葉以降)に位置づけられる。ただし、遺構に重複関係がみられる

こと、その内でも、灰白色火山灰層を含む 1号住居跡堆積± 1層 を切るピット (4号)が存在

することより、各遺構間に時期差が認められる。

1・ 2号住居跡は、その出土遺物―土師器す不―よりほぼ同時期のものとした遺構である。し

かし、両遺構間には重複関係は認められないものの、両者の配置関係からは同時存在は認め難

い。両者の出土遺物 (図化資料)の内、比較的出土量の豊富な土師器について、再度対比して

みると

1.2号住居跡では】不は、 I～Ⅳ類までの全てを出土するのに対し、 1号住居跡では全体的に

底径の大きいI類 を欠落する。



2.2号住居跡ではす不は、底部切り離しの後、再調整するものが20%に対し、 1号住居跡では

57%と 半数以上を占める。

3.2号住居跡では甕は、 I・ Ⅱ類を出土するのに対し、 1号住居跡では製作に際してロクロ

を使用しないI類 を欠落する (た だし、 2号住居跡の甕の主体はⅡ類)。

以上のような 1～ 3の相違点が認められる。この内、 3に関してであるが、甕 I類すなわち、

製作に際してロクロを使用せず、内外面がハケメ調整の甕は、宮城県南部の集落跡で、 2号住

居跡とほぼ同時期とした家老内遺泌第 2号住居跡、南小泉追跡第 6次調査 1号住居跡出土遺物

には認められない。また、これ以降と明確に断定される遺跡よりも、現在のところ出土をみて

いない。甕 I類とほぼ同様な器形及び内外面調整のものは、白石市青木遺跡 (小川 :1980)第

21号住居跡に類例が求められる。青木遺跡第21号住居跡出土土器は、東山遺跡土器溜出土土器

の前段階に位置づけされているもので (丹羽 :1983)、 この住居跡では甕は、製作に際してロ

クロを使用しないものが主体を占める。また、外面調整が異なるが、家老内遺跡 1号住居跡か

らも製作にロクロを使用しない甕が出土している。家老内追跡 1号住居跡出土の土師器
'不

は、

器形・成形技法・法量等より東山遺跡土器溜出土土器と安久東遺跡第 2号住居跡出土土器との

中間的なものである (第Ⅳ章 2.土師器)。 しかし、当追跡 2号住居跡に比べ、底口比平均が大

きく、口径平均も小さく、古い様相を呈している。このように 1・ 3の相違点に基づけば、 2

号住居跡の方が、 1号住居跡より古いものとしての位置づけが可能である。ただし、 2の相違

点に着目するならば、その逆も成り立つことも考えられる。従って、現段階では、両住居跡の

同時存在は認められないものの、明確にその前後関係をおさえることはできなかった。しかし

ながら、両住居跡間の時間的差異がさほど大きくなかったであろうことは、出土遺物より推測

される。

仰)Ⅳ a層上面検出構

小溝状遺構、 2号溝跡が検出された。この両遺構は、後述するように (第 V章 2)、 両者一

体として機能していたと考えられる遺構である。両遺構及び堆積土よりの出土遺物はない。ま

た、 Ⅳa層以下よりの出土遺物もない。従って、上層の Ⅲb層出土遺物、 Ⅲb層上面検出遺構

の所属年代より、両遺構の所属年代は平安時代 (10世糸己前半)以前に位置づけられる。 1次調

査では、 1次調査基本層位Ⅳ oV・ Ⅵ層の各上面で追構が検出されている。この内、Ⅳ・V層

上面検出遺構は平安時代、Ⅵ層上面検出遺構は古墳時代前期 (塩釜期X後期 (栗囲期)に属す

るものであった (青沼 。長島 :1983)。 1次調査と2次調査の基本層位の対応関係は明確にでき

なかった。しかし、 2次調査 Ⅲb層上面検出遺構及びⅢa・ b層出土遺物は、 1次調査Ⅳ・V層

上面検出遺構出土遺物及び基本層位出土の平安時代の遺物とほとんど変わりなく、両調査地点



第 6表 遺物出土地点

隠
縄 文

上 器
土師器

焼
　
器

赤
　
土

須恵器
灰 釉

陶 器

緑 釉

陶 器

世
　
器

中
　
陶

近世 ?

陶 器
白 磁 青  磁 土製品 石  器 石製品 鉄製品 鉄  滓

Ⅱa層 O ○ ○ O 〇 ○ ○ ○ ○

l号遺構堆積土 ○ ○ O O

lb層 ○ ○ O O

1号土壌堆積土 ○ ○

2号土残堆積土 ○ ○ ○

3号土墳堆積上 ○ ○

4号土壌堆積土 ○ ○

Ⅲa層 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1号 住 居 跡 O O ○ ○ ○

1号住居堆積土 ○ ○ O O 〇

2号 仁 居 跡 ○ ○ ○ ○

2号住居堆積土 ○ ○ O ○ ○ ○ O ○ O

5号土城堆積土 O ○ ○

7号土壊堆積土 O ○

8号土躾堆積上 O ○

9号土壊堆積土 ○

10号土狭堆積土 ○ ○ ○

H号土壌堆機上 ○ ○

12号土城堆積上 ○ O

13号土渡堆積土 ○ ○ ○

14号土残堆積土 O O O

15号上残堆積土 ○ O

16号上墳堆積土 ○ ○

17号土城堆積土 ○

18号土墳堆積上 ○ ○

19号 土 城 ○

19号土残堆積土 ○ O

21号 土 躾 O

21号土墳堆積土 ○

24号土残堆積土 ○

26号土城堆積土 O ○

29号土躾堆積■ O O

30号土躾堆積土 ○ O

2号性不堆積■ O ○ ○ ○

3号性不堆積土 〇 ○ 〇 ○

4号性不堆積上 ○ ○

1号 ピット埋土 ○

4号 ピット堆積土 O O

16号 ピット堆積土 ○

18A号 ピット埋土 ○

llb層 O ○ 〇 ○ ○ O O

の平安時代の追構はほぼ同時期のものとすることができる。このように1次調査の結果を踏まえ

るならば、 2次調査 Ⅳa層上面検出追構の所属年代を、古墳時代後期、あるいは前期に位置づ

けることも可能である。



2.小溝状遺構と中田畑中遺跡の時代的変遷
(1)可 溝ヽ状遺構について

Ⅳa層上面で小溝状遺構が検出されている。小溝状遺構は、20～60cm間隔で同方向に並ぶ

上端幅30～ 70cm、 深さ10～20cmの溝幅が不安定な、浅い、底面の凹凸が激しい小溝群である。

また、溝方向をほぼ真北方向にとっている。

このような小溝群は、仙台市内では他に、安久東遺跡 (仙台市教育委員会 :1977)、 南小泉遺

跡 (結城・工藤 :1978 工藤 :1983)、 六反田遺跡 (田中 :1981)、 山口遺跡 (田中 :1984)、 下ノ

内遺跡 (篠原 :1982。 1983 渡辺忠彦 :1984)、 下ノ内浦遺跡 (吉岡 :1984)、 後河原遺跡 (佐藤

:1984)、 伊古田遺跡 (金森・渡辺 :1985)等で検出されている。これらの内には、同一方向の

ものだけではなく、直交方向のものが認められる例もある。

これら小溝群は、形状、規模が類似することは基より、以下のような共通点が認められる。

1.立地が微高地上である。

2.溝方向が真北方向、あるいはその直交方向であるものが多い。

3.堆積土中に、検出面下の基本層位をブロック状に合んでいる。

これらより、このような小溝群の性格を畑の畝に関連するものではないかとする見解も出さ

れている(田中 :1981 佐藤 :1984)。 しかしながら、現在のところこれを明確に断定するに至

る材量は、仙台市内の各遺跡からは得られていない。今後、良好な追跡の存在、あるいは関連

諸科学による分析により、小溝状遺構の性格は吟味されていくべきであろう。従って、菫遺跡

検出の小溝状遺構の性格は、畑の可能性もあることを指摘するにとどめたい。

2号溝跡は、小溝状遺構とほぼ直交する遺構である。この溝跡の南側は、小溝状遺構と同一

面であるⅣa層上面で検出された。しかし、北側では、Ⅲb層 とⅣa層 の中間層―小溝状追構堆積

積土に類似するが、 Ⅳa層ブロックを含まない層。厚さ10clla程度―の上面で検出されている。

狭い範囲での調査ではあったが、この中間層の上面、あるいは直下のⅣa層上面からは、小溝

状遺構は検出されなかった。また、 2号溝跡と小溝状遺構の重複関係をみると、 2号溝跡の方

が新しいか、両者同時存在のいずれかが考えられる。

このような 2号溝跡と小溝状遺構の遺構配置、検出面、重複関係を総合すると、両者が同時

存在であったことが推察される。しかも、 1.小溝状遺構とほぼ直交する。 2.2号溝跡を境

にし、小溝状遺構が分布を示さなくなる という遺構配置に、より視点を置くならば、 2号溝

跡は、小溝状遺構を画する機能を有する遺構として理解される。

同じような小溝状遺構と溝跡との関係は、前述、後河原遺跡でも認められている。しかし、

後河原追跡に関しても、両者の関係の一端を垣間見たにすぎず、濤跡が、小溝状遺構全体の分

布域の中で、どのように配置されるかは、なお不明である。今後、小溝状遺構と溝跡の関係の

全体像が把握できる資料に期待したい。また、その段階をむかえれば、小溝状遺構の性格解明



もより進展するものと思われる。

12)中田畑中遺跡の時代的変遷について

中田畑中追跡 1・ 2・ 3次調査結果に基づき、当追跡の時代的変遷について若干ふれておき

たい。 1次調査は昭和57年度 (青沼・長島 :1983)、 3次調査は昭和59年度調査 (田中 :1985)

を基にしている。いずれも遺跡範囲の北側部分が調査地点となっており、本文の時代的変遷は

北半部分のみという限定条件の下である。便宜上、 1次調査区を「西側」、 2次調査区を「中

央」、 3次調査区を「東側」という名称で呼ぶこととする。

古墳時代

現在までの調査では、当遺跡を人間が居住域として利用し始めるのは、この時代になってか

らである。すでに、前期には「西側」には集落が形成されている。その後、集落が地点を変え

継続したか、あるいは廃絶したかは不明であるが、この時代の後期には再び「西側」に集落が

形成されている。しかし、全時期を通じて、「中央」。「東側」1引よ居住域はひろがってはいない。

この両地区には、この時代に始まったかは明確に断定できないが、生産域―畑―の可能性もあ

る小溝状遺構がひろがっていたことも想定される。

奈良時代

この時代には「中央」。「東側」はもとより、「西側」にも居住域が形成された痕跡は残って

いない。遺肋範囲内で居住域が移動したか、この地が当時の居住域としては道さなかったので

あろうか。

平安時代

9世紀中葉以降になると再び北半部分に集落が形成され始める。しかも、「西側」・「中央」・

「東側」全てに居住域がひろがる。古墳時代に比べると、広範囲にわたって集落一居住域―が

拡大したことが穿える。

中世以降

その後も、この地は生活の場として引き継がれる。しかし、前時代に比べ、遺構密度が極端

に減少する。明確にこの時代の遺構と認定できるものは、「中央」・「西側」で検出されているが、

これらが居住域に伴 う遺構であるかについては明らかではない。

以上のように、中田畑中遺跡の北半部分では、古墳時代の前期には集落が形成された。その

後の平安時代には、生産域 ?の部分にまで広範囲に集落が拡大した。だが、中世以降になると

集落は衰退 し、様相が一変する。しかし、この地がその後の土地利用の方法はともかく、現代

まで、何らかの人間の営みの痕跡を受けてきたことは明確である。



第Ⅵ章 ま  と  め

1.中田畑中追跡は、名取川右岸の標高約 5mの自然堤防上に位置する。

2.検出遺構及び基本層位Ⅱ～Ⅲ層より、縄文土器・土師器・赤焼土器 。須恵器・陶磁器・土

製品 。石器・石製品 。鉄製品が出土した。これらの内、最も出土量が多かったのは土師器

である。これら土師器は、全て「表杉ノ入式」に比定される。

3.検出遺構は、基本層位 Ⅱb層、Ⅲa層、Ⅲb層、Ⅳa層 の各上面より検出された。

4.各基本層位上面検出遺構は、Ⅱb層 :溝跡 1条、性格不明遺構 1基 Ⅲa層 :土羨 4基 Ⅲa

層 :住居跡 2軒、土羨26基、性格不明遺構 3基、ピット16個 Ⅳa層 :小溝状遺構、溝跡 1

条である。

5.各基本層位上面検出遺構の所属年代は、Ⅱb層 :中世後半以降 Ⅲa層 :中世前半 Ⅲb層 :

平安時代 Ⅳa層 :平安時代以前 (古墳時代 ?)が想定される。

6.Ⅲ b層上面検出遺構の内、両住居跡 (1・ 2号 )の所属年代は、出土土師器】不の他遺跡 (宮

城県南部の集落跡)と の比較より、9世紀中葉以降、10世糸己前半の時代に位置づけられた。

7.Ⅳ a層上面で検出された小溝状遺構と溝跡は、畑に関連する遺構の可能性もある。

8.1～ 3次調査の結果より、遺跡北半部では、集落が形成されたのは古墳時代の前期で、し

かも古墳時代には集落は西側に限定され、中央及び東側には生産域 ?―畑 ?―がひろがっ

ていた可能性もある。しかし、平安時代になると集落は、東側まで拡大している。だが、

中世以降になると、逆に集落は衰退する傾向を示している。

今回の調査では、土地所有者 佐藤幸一郎氏には並々ならぬ御便宜、御援助を賜わり、大変

感謝しております。文末にはなりましたが、御礼申し上げます。
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2.調査対象区全景(西より)

図版 1 遺跡全景
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1.Ⅲ b層上面遺構検出状況 (西 から)

2.Ⅲ b層上面検出遣構完掘全景(西 から)

図版 5 Ⅲb層上面検出遺構 1
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図版 6 Ⅲb層上面検出遺構 2
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2.2号住居跡遣物出土状況 (西より)

図版 9 Ⅲb層上面検出遺構 5
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2.14号土壊完掘状況 (束から)

図版 13 111b層 上面検出遺構 9
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図版14 Ⅲb層上面検出遺構10
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2.24号土壌完掘状況(北より)

図版15 Ⅲb層上面検出遺構 11



2.小溝状遺構完掘状況(7ラ イン 南より)
図版16 Ⅲb層上面検出遺構 12,Ⅳ a層上面検出遺構 1
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1.C-7 南壁セクンヨン

2.四郎丸小学校遺跡見学風景
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1. Ⅲb層 (第 29図 1)

3.1号住居跡 (第 7図 1)

2.2号住居跡 (第 13図 3)

4.1号住居跡(第 7図 3)

図版19 土師器と不1
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1.1号住居跡 (第 7図 5)

3.1号住居跡 (第 7図 7)

2.1号住居跡 (第 7図 6)

4.1号住居跡(第 7図 8)

図版20 上師器
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1.2号住居跡 (第 13図 9)

3.1号住居跡 (第 7図 2)

2.26号 土壊 (第 25図 2)

■■■

4.1号住居跡 (第 9図 1)

図版21 土師器士不3



1.2号住居跡 (第 13図 10)

3.1号住居跡 (第 7図 11)

2.2号住居跡 (第 14図 2)

4.1号住居跡(第 7図 10)

上師器〕不4
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1.2号住居跡 (第 14図 1)

3.1号住居跡 (第 9図 4)

4.2号住居跡(第 19図 3)

図版23 土師器郭 5,赤焼土器ナ不

1:土師器 2～ 4:赤焼土器



2.1号住居跡 (第 8図 4)

1.Ⅲ b層 (第 30図 1)
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図版24 須恵器郭 ,土師器養 1

3.2号住居跡 (第 15図 4)



1.2号住居跡 (第 17図 1)

3. Ⅲa層 (第 29図 7)

2.2号住居跡 (第 16図 4)

図版25 土師器養 2
4.1号住居跡 (第 9図 2)



1.2号住居跡 (第 14図 9)

2.2号住居跡 (第 14図 8)

3.2号住居跡 (第 18図 3)

2号性格不明遺構 (第 27図 3)

図版26 土師器奏 3



1:土師器
2～ 3:須恵器

1.2号住居跡 (第 18図 4)

2.2号住居跡 (第 19図 6)

3.1号住居跡(第 9図 5)

図版27 土師器養 4,須恵器重・養
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外     面
1:縁不由陶器 2～ 3:灰釉陶器 5:Ll磁  6:青磁 7～ 10:中 世陶器

1-Ⅱ a層  2-Ⅲ b層
11-Ⅱ a層

内     面
3-Ⅲ a層  4-Ⅲ a層  5-Ⅲ a層  6-Ea層  7-2号土羨 8-Ⅱ a層  9-Ⅱ a層  10-Ⅱ a層

図版29 陶磁器
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石製品 (砥石)
1-2号住居跡 (第 20図 8)2-1号 住居跡 (第 10図 2)3-1号 住居FI(第 10図 1)

9

鉄製品 (鏃 1 釘 7)
4-Ⅲ a層 (第 32図 5)5-2号 住居跡 (第 20図12)6-2号 住居跡 7-Ⅱ a層 (第 32図 6)8-2号 住居跡 9-1号 住居跡 (第 10図 4)
10-2号住居跡 (第 20図11)11-Ⅲ b層

図版30 石製品,鉄製品
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鉄洋 1・ 2 5～ 7 羽口3 炉壁 4
1-21号 土残 2-2号住居跡 3-Ⅱ a層  4-2号住居跡 5-1号住居17j 6-2号住居跡 7-1号住居跡

図版31 鉄洋 ,羽 口,炉壁
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第54集 神明社窯跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )
第55集 南小泉遺跡一青葉女子学園移転新営工事地内調査報告 (昭和58年 3周 )
第56集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅱ (昭和58年 3月 )
第57集 年報 4(昭和58年 3月 )
第58集  今泉城跡 (昭和58年 3月 )
第59集 下ノ内浦遺跡 (昭和58年 3月 )
第60集 南小泉遺跡―倉庫建築に伴 う緊急発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )
第61集 山口遺跡Ⅱ―仙台市体育館建設予定地― (昭和59年 2月 )
第62集 燕沢遺跡 (昭和59年 3月 )
第63集 史跡陸奥国分寺昭和58年度発掘調査概報 (昭和59年 3月 )
第64集 郡山遺跡Ⅳ―昭和58年度発掘調査概報― (昭和59年 3月 )
第65集 仙台平野の追跡群Ⅲ一昭和58年度発掘調査報告書― (昭和59年 3月 )

第66集 年報 5(昭和59年 3月 )
第67集 富沢水田遺跡―第 1冊―泉崎前地区 (昭和59年 3月 )
第68集 南小泉遺跡一都市計画街路建設工事関係第 3次調査報告 (昭和59年 3月 )
第69集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅲ (昭和59年 3月 )
第70集 戸ノ内遺跡発掘調査報告書 (昭和59年 3月 )
第71集 後河原遣跡 (昭和59年 3月 )
第72集 六反田遺跡 l(昭和59年 3月 )
第73集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅱ (昭和59年 3月 )
第74集 郡山遺跡 V―昭和59年度発掘調査概報― (昭和60年 3月 )
第75集 仙台平野の遺跡群Ⅳ (昭和60年 3月 )
第76集 仙台城三ノ丸跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )
窮77集 山田上ノ台遺跡―昭和59年度発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )
第78集 中田畑中遺跡一第 2次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )
第79集 欠ノ上 I追跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )
第80集 南小泉追跡一第12次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )
第81集 南小泉遺跡一第13次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )
第82集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅳ (昭和60年 3月 )
第83集 年報 6(昭和60年 3月 )
第84集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅲ (昭和60年 3月 )
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